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「活力あるアジアの拠点都市」を目指して都市づくりを進める福岡市は古

くから我が国と大陸との主要な窓口でした。その中でも福岡平野は、弥生時

代には「漠委奴国王」の金印に記された「奴国」が存在し、その後も対外交

渉の拠点として重要な位置にあり、数々の貴重な遺跡が残されています。

しかし、近年の福岡市の著しい都市化により、それらが次第に失われつつ

あります。福岡市教育委員会ではそれらの開発によって失われていく遺跡に

ついては、事前に発掘調査を行い、記録の保存に努めています。

今回報告する那珂遺跡群は「奴国」の重要な拠点集落でもあり、これまで

45次をこえる調査が実施され、数多くの貴重な遺構、遺物が発見されました。

本書は竹下駅前線建設に先立って行った第32次、34次調査の報告であります。

本書が市民の皆様の埋蔵文化財保護への理解と認識の助けになり、また、

研究資料としてご活用頂ければ幸いです。

最後に発掘調査から資料整理までご協力を頂いた関係各位には厚くお礼申

し上げます。

平成6年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾花　　剛



1・本書は都市計画道路竹下駅前線建設に先立ち、福岡市教育委員会が1991年度に調

査を実施した、那珂遺跡群第32次、第34次調査の報告書である。

2・本書に使用した遺構の実測は菅波正人、榎本義嗣、屋山洋、林田憲三、辛島眞治

が、遺物の実測図は林臥英、菅波が行った。製図は林田憲三、英豪之、中暢子、

占野典子が行った。

3．本書に使用した遺構、遺物の写真は菅波、屋山が撮影した。空中写真は（有）空

中写真企画が行った。

4・本報告書の作成にあたっては屋山洋、英豪之、佐々木涼子、藤信子の協力を得た。

5．遺構番号は検出順に4桁の番号をつけ、報告書では番号の前に遺構の性格を表す

略号を付けた。遺構略号は竪穴住居跡→SC、溝→SD、井戸→SE、土坑→S

Kとした。

6・本書に使用した方位は磁北である。付図の座標はこれまでの竹下駅前線の調査地

点と整合性を持たせるため、工事用に設定された座標を用いた。

7・本書の執筆、編集は林田の協力を得て、菅波が行った。また、今回の調査に関連

して、第5章に那珂八幡古墳の周濠の土壌分析（パリノサーヴェー株式会社）を、

第6章に那珂遺跡群第35次調査報告（宮井善朗）を掲載した。

8．本報告に係わる図面、写真、遺物はすべて福岡市埋蔵文化財センターに収蔵、保

管される予定である。

Tab．1　調査地点一覧表

調 査．地 点 ’第32次調査地点． 第34次調査地点

調 査 番号 9115 9144

地 図 番 号 037、038　 A －1

調査地地籍 博多区那珂 1丁如 22外 博多区那珂 1丁目824外

開 発 面 積 1500㎡ 1230㎡

対 象 面 積 ・1500㎡ 1230㎡

調 査 面積 1300㎡ 1100㎡

調 査 期 間 ． 1991．07．05～09．30 －1992・01・20～03．31
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第1章　はじめに

1．調査に至る経緯

那珂遺跡群は昭和46年、森貞次郎氏によって、最初の調査が行われて以来、1993年度現在、

46次に及ぶ調査が行われてきた。その結果、環濠をはじめとする様々な集落遺構、銅剣、鋼矛、

銅覚等の青銅器鋳型が発見され、弥生時代の代表的集落遺跡として知られることとなった。

今回報告する第32次、34次調査は都市計画道路竹下駅前線建設に伴って、1991年度に実施し

たものである。都市計画道路竹下駅前線はJ R竹下駅から東に延びる幅20mの道路で、那珂遺

跡群の中央を東西に横断するものである。これに係わる調査はこれまで1987年（第13次調査）、

1989年（第19次調査）に行われ、第32次、34次調査をもって完了したことになる。これらの調

査は第13次調査地点と第19次調査地点の間に位置する。調査は1991年7月5日～9月30日、19

92年1月20日～3月31日にかけて行った。

2・調査の組織

調査は以下に示す組織構成で実施した。調査にあたって、土木局街路課の関係各位には条件

整備等で多大なるご協力を頂いた。また、調査中は周辺の住民の皆様にご理解、ご協力を頂き、

円滑に調査を行うことができた。ここに記して謝意を表する。

調査委託

調査主体

調査庶務

調査担当

調査作業

整理補助

整理作業

福岡市土木局

福岡市教育委員会　教育長　井口雄哉（前任）、尾花剛

埋蔵文化財課長　　　　　　折尾学

埋蔵文化財第二係長　　　　塩屋勝利（前任）、山崎純男

埋蔵文化財第一係　　　　　松延好文（前任）、入江幸男

菅波正人　　　　　　　　　調査協力　　榎本義嗣、屋山洋

上野龍夫　内野弘行　太田寿和　岡崇　逢坂洋史　小川勝彦　熊本交伸

後藤和武　大長正弘　高山義克　徳永静夫　中川敏男　広田熊雄　藤野保夫

別府俊美　松井一美　柳沢竜広　告住作美　森井啓次　松藤場邦　吉住作美

石川洋子　岩瀬恵美子　川崎道子　武田潤子　中村ふみ子　永松伊都子

西本スミ　野口ミヨ　日比野典子　森山キヨ子　脇山喜代子　澄川アキヨ

林田憲三　黒田和生　英豪之

岩崎加奈子　佐々木涼子　田中ヤス子　中願寺希　藤信子　中暢子

－1－



第2章　遺跡の立地と歴史的環境

1・遺跡の立地

福岡市の大半を占める福岡平野は南北に延びる洪積丘陵と沖積平野からなり、北は博多湾に

面し、東から南にかけて三郡、背振山塊に囲まれる。平野内には東から多々良川、御笠川、那

珂川、樋井川、室見川が貫流し、それぞれの河川に開析された丘陵や段丘によって画された小

平野が形成される。狭義の福岡平野はその中平野の一つで、御笠川、那珂川流域の旧席田郡の

一部、那珂郡、御笠郡を指している。那珂遺跡群は両河川に挟まれた平野内に位置し、春日丘

陵から那珂川の蛇行に沿って延びてくる洪積丘陵北端に立地する。この丘陵は花崗岩風化礫層

を基盤として、阿蘇山の火砕流による八女粘土、鳥栖ローム層が最上部に形成される。2km

先の博多遺跡群が立地する砂丘との間は後背湿地となっている。遺跡の範囲は南北約1・6km、

東西約0・8kmが予想され、現在の標高7～9mを測る。

2・周辺の遺跡

福岡平野では数多くの遺跡が知られているが、特に春日丘陵とそこから北に延びてくる丘陵

上には弥生時代遺跡がほぼ全域に分布する。春日丘陵には須玖岡本遺跡をはじめとして、その

周辺では須玖永田、須玖坂本、須玖唐梨、岡本バンジヤク、赤井手、大谷遺跡等で青銅器工房、

埋納遺構が検出されており、質、量ともに他の弥生時代集落を圧倒している。春日丘陵から北

側では弥永原、井尻、五十川、比恵遺跡等の遺跡が間断なく、続いていく。又、丘陵の東側で

は初期水田、環濠集落で知られる板付遺跡、弥生時代後期の環湊、大型建物跡や多量の木製品

が検出された雀居遺跡、朝鮮系無文土器やゴホウラ製貝輪を副葬した甕棺墓が出土した諸岡遺

跡等が存在する。一方、丘陵の北側の砂丘上に立地する博多遺跡群でも弥生時代前期には集落

の形成が始まっている。

古墳時代においても、丘陵上の集落は継続していく。沖積地部分では那珂深ヲサ遺跡、那珂

君休遺跡等で水田跡、大規模な井堰や水路が検出されている。一方、古墳は那珂川流域に首長

墓クラスの前方後円墳が展開する。最古式の那珂八幡古墳にはじまり、安徳寺大塚古墳、老司

古墳、博多1号填、員徳寺古墳、日拝塚古墳、剣塚古墳という系譜が想定されている。

古代においては福岡平野は那珂、御笠、席田の3郡に分割されるが、大半は那珂郡に属する。

ところで、那珂郡衛の所在地はまだ限定しえないが、博多区那珂周辺に設けられた可能性があ

る。比恵遺跡群は那珂遺跡群の北側に位置し、弥生時代に始まる数多くの遺構、遺物が検出さ

れている。そのなかで第8次、第7．13次、第39次調査地点では、6世紀後半に位置づけられ
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Fig．1那珂遺跡群と周辺の遺跡（1／50000）
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る大型の倉庫群、建物、柵が検出されている。これらは宣化元年（536）に、設置された「那

津宮家」に関連する遺構と考えられている。「那津官家」の所在については福岡市南区三宅に

置かれたという説もあるが、現在は前者が有力な推定地である。

3・これまでの調査成果

那珂遺跡群は昭和46年に森貞次郎氏による調査以来、1993年度現在、46次の調査が行われた。

その結果、弥生時代の数多くの遺構、遺物が検出され、奴国の重要な拠点集落であることが認

識された。また、古墳時代以降も那珂八幡古墳、東光寺剣塚古墳などの首長墓、古代の大型建

物等が検出され、弥生時代以降連綿と続く複合遺跡であることが判明した。

遺跡の時期的変遷を筒単に見ていくと、那珂遺跡群で遺構、遺物が確認できるのは旧石器時

代まで遡れる。第8次、第9次、第13次調査地点ではナイフ形石器が検出されている。また、

第41次調査地点ではナイフ形石器等を含む包含層が検出されている。

続く縄文時代は突帯文土器期以前の出土例はほとんどない。集落は突帯文土器期に開始する。

この時期の遺構、遺物は遺跡群の西側の縁辺部でまとまって見られる。アサヒビール工場内で

行われた第10次、第21次調査地点では突帯文土器が貯蔵穴、包含層から出土している。また、

第37次調査では突帯文土器期の二重環濠が検出されている。

弥生時代以後は遺跡は間断無く継続していく。弥生時代前期は遺跡群の東西の縁辺部で集落

は形成される。東側では第4次、31次調査で甕棺墓、木棺墓が検出されている。西側では第21

次調査で貯蔵穴が検出されている。中期になると、集落は台地の中央にも拡大する。遺構では

環湊、竪穴住居跡、井戸等が多数検出されている。第20次、第23次調査では台地を東西に横断

する環濠が検出され、環濠からは多量の祭祀土器が出土している。また、第21次調査では墳丘

墓と考えられる区画の溝を伴う甕棺墓群が検出されている。遺物では第1次、第23次調査では

銅剣等の鋳型が出土しており、青銅器生産が行われていたことが分かる。後期においても、集

落は継続されていく。第18次、第41次調査では環濠が、第8次、第13次等で、竪穴住居跡、井

戸も検出されており、拠点的な集落であったことが窺える。

古墳時代初頭では福岡平野の最初の首長墓である那珂八幡古墳が築造される。那珂八幡古墳

からは第2主体部から三角縁神獣鏡が検出されている。この時期の集落遺構も外来系土器を伴

う竪穴住居跡、井戸等が見られる。しかし、これ以後、6世紀後半まで集落遺構についても、

埋葬遺構についてもその数は激減する。

6世紀後半では福岡平野の最後の首長墓と考えられる東光寺剣塚古墳が築造される。それと

同時に集落も再び、見られるようになる。7世紀代では第18次、第23次調査で軒を連ねた総柱

建物が検出された。また、第22次、第23次調査では神ノ前窯の軒丸瓦が、第13次、第26次調査

では百済系単弁軒丸瓦が出土している。比恵遺跡群に所在地が推定される那津宮家以後の、官

－　4　－



Fig・2　那珂遺跡群調査地点位置図（1／8000）
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衛的施設の存在が予想される。その後の那珂郡街についても本遺跡群に位置すると考えられる

が、確証は得られていない。

以上、時期的変遷を簡単に触れたが、各調査地点の詳細は既刊の報告書を見て頂きたい。

那珂遺跡群調査一覧

1次数 番号 所在地 （博多区） 面積m 2 調査年 ． 調査原因 備　　　 考

1 790 1 那珂 1 丁目44番 24 197 1 学術調査 「九州考古学」53号

2 74 14 那珂 1 丁目237－1 外 23 1 1974 倉庫建設 「福岡市歴史資料館報告」第2集

福岡市報告書第8 2集

福岡市報告書第14 1集

3 770 5 那珂 ．1 丁目680番 2 1977 住 宅建設

4 8036 那珂 1 丁目277番外 30 0 1980 道路建設

5 8328 那珂1丁目377－2，3 10 0 1983 ビル建設

6 850 5 那珂 1 丁目44番 534 1985 重要確認

7 8530 那珂 1 丁目 8 番 4 95 1985 公 民館建設 ／福岡市報告書163集

8 8609 那珂 1 丁目601番外 13 50 1986 共同住宅建設 ・福岡市報告書153集

福岡市報告書第2 91集

9 8703 竹下 5 丁目463番 1030 1987 共同住宅建設

10 8727 竹下 3 丁目 1 － 1 862 1987 倉庫建設

11 8732 ．竹下 3 丁目．1 － 1 5 1987 倉庫建設 福岡市報告書第29 1集

12 8733 竹下 3 丁目 1 － 1 20 1987 倉庫建疲 福岡市報告書第29 1集

13 8735 那珂 2 丁目地内 1536 1987 道路建設 福岡市報告書第222集．

14 8832 竹下 3 丁目 1 － 1 1180 1988 倉庫建設 福岡市報告書第29 1集

15 8802 竹下 3 丁目 1 － 1 － 1988 重要確認 福岡市報告書第267集

16 8849 竹下 3 丁，目 1 － 1 240 1989 倉庫建設 福岡市報告書第29 1集．

17 8850 竹下 3 丁目 1 － 1 ＿ 17 7 1989 変電所建設 福岡市報告書第29．1集

18 8855 東光寺 1 丁目23 － 5 4 1．5 1989 ビル建設 福岡市報告書第292集

19 8848 竹下 3 丁目地内 880～・ 1989 ． 道路建設 福岡市報告書第323集

20 8906 那珂 2 丁目257番外 900 1989 共同住宅建設 福岡市報告書第324集

2 1 8923 竹下 3 丁目 1 － 1 2 167 1989 工場建設 福岡市報告書第29 1集

22 8935 竹下 5 丁目420 776 1989 共同住宅建設 福向市報告書第2 53集

23 8936 竹下5丁目270－．1 外 1428 1989 保育所建設 福岡市報告書第2 54、290集

福岡市報告書第292集

24 8982 那珂 1 丁目35 32 5 1989 共同住宅建設

25 ．8983 東光寺 1 丁目218 100　′ 1989 共同住宅建設

26 9002 那珂 2 丁目24 9番 436 1990 共同住宅建設 ．

27 9003 那珂 2 丁目 7 －22 756 1990 共同住宅建設 ．

28 9008 東光寺1丁目32 1番外 150 1990 共同住宅建設

29 9026 東光寺1丁目162畢外 3 13 1990 倉庫建設 1993年度報告予定

30 4046 那珂 1 丁目4 62－ 1 80 199・0 倉庫建設 福岡市報告書第292集

．3 1． 9053 那珂沼口802－．15 123 1991 ．共同住宅建設 福岡市報告書第292集

32 91 15 那珂 1 丁目地内 130．0 199 1 道路建設 本報告書

33 9122 那珂 2 丁目．24 9－ 1 27 5． 199 1 共同住宅建設 ・1993年度報告予定

34 914．4 ． 那珂 1 丁目地内 ． 1100 1992． 道路建設 本報告書

35 …9145 那珂 2 丁目213 － 2 57 1992 住宅建．設 本報告書掲載

1993年 度報告予定

1993年 度報告予定

36 92 17 ．東光寺1丁目332番外 154 1992 共同住宅建設

37 9224 那珂 6 丁目314番外 12 15 1992 倉庫／建設

38 9225 那珂 6 丁目80－ 1 ． 690 1992 巽同住宅建設

39 9228 那珂 1 丁目362 493 1992 共同住宅建設

40 9256 那珂 2 丁目 5 番 460 1993 共同住宅建設

4 1 9264 竹下．5 丁目509番 480 1993 ．共同住宅建．設

42 9308 那珂 1 丁目4 76番 63 1993 削平工事

43 93 15 竹下 5 丁目112 － 2 132 1993． 倉庫建設

44 93 28 那珂 2 丁目122，123 82 1 ． 1993 共同住宅建設

45 93 33 那珂 1 丁目829 200 1993 住宅建設

46 93 47 竹下 5 丁．目4 32 － 2 250 1993 ． 共同住宅建設
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4・竹下駅前線道路に係わる調査について

竹下駅前線道路の調査は今回報告する第32次、第34次調査を含めて、4次の調査が行われ、

これに係わる調査は完結した。ここではこれまでの調査を概述する。

竹下駅前線1次調査（那珂遺跡群第13次調査、以下那珂遺跡群は省略）

1987年11月4日～1988年3月30日に行われた。遺跡群の東端に位置する。調査面積1，536m2。

遺構は弥生時代中期以降、中世にわたる竪穴住居跡、井戸、溝、掘立柱建物跡等が検出された。

遺物は各時期の土器、石器などが出土した。中でも、井戸53からは百済系単弁軒丸瓦が出土し

ており、その性格が注目される。

竹下駅前線2次調査（第19次調査）

1989年1月26日～3月24日に行われた。遺跡群の西端に位置する。調査面積880m2。全体に

削平が著しく、遺構の遺存状況は良くない。遺構は主に古代から中世にかけての溝、井戸等が

検出された。遺物は古代から中世の土師器、輸入陶磁器、国産陶器、瓦等が出土した。弥生、

古墳時代の遺構、遺物は少なく、その時期の集落の縁辺に当たるものと考えられる。

竹下駅前線3次調査（第32次調査）

1991年7月5日～9月30日に行われた。遺跡群の中央に位置する。調査面積1300m2。

竹下駅前線4次調査（第34次調査）

1992年1月20日～3月31日に行われた。遺跡群の中央に位置し、那珂八幡古墳の周濠に当た

る。調査面積1100㎡。

Fig．3　竹下駅前線調査地点位置図（1／2500）
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Fig・4　第32次、第34次調査地点遺構配置図（1／800）
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第3章　第32次調査の記録

1・調査の概要

調査は1991年（平成3年）7月5日から9月30日までの3カ月間にわたって行った。

調査対象地は道路によって3つに分断されていた。道路は周囲より約50cmから1m程低い

位置にあるが、それらは生活道路として使用されていることから、それを残した形で調査を行

った。そのため、調査区を便宜的にⅠ、Ⅱ、Ⅲの3区に分け、順次調査を行った。調査地点は

那珂遺跡群のほぼ中央にあたり、那珂八幡古墳の南側にあたる。標高約9mを測る。

Ⅰ区

Ⅰ区は調査地点の東側に位置する。調査前には那珂保育園と国鉄の官舎があったため、基礎

による撹乱が著しい。標高は7・8～8・6mを測る。現地表から40cmで地山の鳥栖ロームとなる。

その面で遺構を精査し、弥生時代中期末～後期中頃の井戸5基、竪穴住居跡3軒、土坑、溝、

古墳時代後期の竪穴住居跡1軒、土坑、中世末の溝2条を検出した。この地点では那珂八幡古

墳の周濠等は検出できなかった。遺物は各遺構から、弥生土器、土師器、須恵器、輸入陶磁器

等が出土した。

Ⅰ区

Ⅱ区は調査地点の北西に位置する。現況は畑で、遺構の遺存状態は良い。標高約8・2mを測

る。現地表から40cmの表土を除去すると地山の鳥栖ロームとなる。その面で、弥生時代中期

の土坑1基、溝1条、奈良時代の溝1条、平安時代の溝1条、中世末の溝1条を検出した。遺

物は各遺構から、弥生土器、土師器、須恵器、輸入陶磁器、百済系単弁軒丸瓦等が出土した。

Ⅲ区

Ⅲ区は調査地点の南西に位置する。現況は畑で、遺構の遺存状態は良い。標高約8．2mを測

る。現地表から40cmの表土を除去すると地山の鳥栖ロームとなる。その面で、弥生時代中期

の溝1条、7世紀代の竪穴住居跡1軒、土坑、溝、奈良時代の溝1条、平安時代の溝2条、鎌

倉時代～室町時代の溝1条を検出した。遺物は各遺構から、弥生土器、土師器、須恵器、輸入

陶磁器、瓦等が出土した。

Ⅰ区～Ⅱ区で弥生時代中期後半から中世末にわたる時期の遺構を検出した。遺構の分布状況

を見ると、弥生時代の遺構はⅠ区に集中する。特に井戸、竪穴住居跡はⅠ、Ⅲ区では検出でき

なかった。また、Ⅰ区では那珂八幡古墳の周濠は検出できなかった。弥生時代以降は遺構に断

絶があり、7世紀になって再び集落が営まれている。奈良時代の溝は真北方向の溝で官衝等の

関連が注目される。
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Fig．5

第32次調査地点遺構

配置図（1／300）



2．竪穴住居跡（SC）

今回の調査ではⅠ区とⅢ区で5基の竪穴住居跡を検出した。Ⅰ区では基礎による撹乱のため、

遺存状況は悪く、住居跡の平面形や主柱穴等不明確な所が多い。住居跡は調査区北側に分布す

る。そのうち、S0－1008と1019は切り合っている。平面形は方形もしくは長方形を呈する。

Ⅲ区ではS0－3014の1基を検出した。この住居跡は後世の遺構に切られているが、比較的遺

存状況は良い。

SC－1006（Fig．6）

Ⅰ区北側中央に位置する。遺構は調査区北側に広がるため、南東のコーナー部分を検出した

のみで、規模は不明である。深さは約30cmが残存する。東壁と南壁には壁溝が見られる。南

壁から約20cmの位置で一段低くなり、ベッド状遺構をもつ長方形の住居と考えられる。主柱

穴は不明である。遺物は埋土から弥生土器、鉄製穂摘具、石包丁、磨製石鉄が出土した。時期

は弥生時代後期後半に位置づけられる。

出土遺物（1～6）

1～3は弥生土器である。1はくの字口縁の甕である。2は直言の鉢で、口縁は内湾気味に

立ち上がり、鹿部は丸底気味の平底である。3は有孔の把手である。断面楕円形である。4は

鉄製の穂摘具である。一方の折り返し部が残る。残存長3．5cm、幅2．9cmを測る。5は磨製石

鉄である。平面形は三角形で、基部は欠損する。残存長2．2cm、幅1．7cm、厚さ0・3cmを測る。

6は石包丁で、ほぼ中央で欠損している。平面形は半月形を呈する。残存長5・5cm、幅4．5cm、

厚さ0・6cmを測る。

SC－1008（Fig．6）

Ⅰ区北西側に位置し、S0－1019に切られる。また、東側と南側は撹乱をうけており、北西

のコーナー部分を検出したのみで、規模は不明である。深さは10cmが残存する。主柱穴は不

明である。遺物は埋土から弥生土器、砥石が出土した。時期は弥生時代終末に位置づけられる。

出土遺物（7～9）

7、8は弥生土器である。7はくの字口縁の甕である。8は尖底の甕である。9は砥石であ

る。

SC－1019（Fig．6）

Ⅰ区北西側に位置し、S0－1008を切る。南側は撹乱をうけており、北西のコーナー部分を

検出したのみで・規模は不明である。深さは10cmを測る。平面形は方形と考えら杵る。遺物

は埋土から須恵器、土師器等が出土した。時期は古墳時代後半に位置づけられる。

出土遺物（10～12）

10、11は須恵器である。10は高杯の杯部で鹿部にはカキメが施される。口径8．8cm。11は壷
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口縁である。12は土師器の高杯の脚部である。脚部はラッパ状に開き、裾部は急に折れる。

SC－1013（Fig・6）

Ⅱ区東側に位置する。中央は水道管のため、撹乱をうけている。平面形は長方形を呈する○

主柱穴は北側に偏った位置に2本あり、その間に土坑がある。中央土坑には焼土、炭等は見ら

れない。柱穴の位置から北側にベッド状遺構をもつ長方形プランの住居で、ベッドの部分は削

平されているものと考えられる。東西長5．3m、南北長4．6m、深さ10cmを測る。遺物は埋土

から弥生土器、鉄鎌、砥石が出土した。時期は弥生時代終末に位置づけられる。

出土遺物（13～18）

13～16は弥生土器である。13、14は甕の鹿部で、痕跡的な底をもつ。内面はパケメを施す。

15は鉢で、口縁端部と鹿部は欠損している。体部は球形を呈し、ロ縁はくの字に折れる。16は

甑形土器の裾部と考えられる。外面はパケメをナデ消す。内面は縦方向のナデである。17は鉄

鎌である。先端は欠損する。基部は折り返す。18は砥石である。

SC－3014（Fig・8）

Ⅲ区西端に位置する。遺構の北側はSDー3009に、東側はSD－2002に切られる。平面形は

方形を呈し、南北長5．9m、東西長5．2m、深さ10cmを測る。壁際には幅15cmの壁溝が巡る。

主柱穴は1カ所撹乱をうけているため、検出できなかったが、4本と考えられる。床の貼り替

えは認められない。東壁には竃が取りつく。竃は完全に潰れており、袖部が僅かに残る程度で

ある。袖は白色粘土で構築される。焚口には炭と焼土が見られる。竃の粘土を除去すると、幅

120cm、長さ90cm、深さ20cmの浅い窪みがある。竃はこの掘り込みをおこなったのちに白色

粘土で壁を構築したものと考えられる。また、住居の中央部の床面に焼土面が2カ所見られる。

遺物は須恵器、土師器、軒丸瓦、丸瓦が出土した。そのうち、丸瓦は竃の西側床面で3枚、北

側の壁際で1枚検出した。時期は7世紀前半に位置づけられる。

出土遺物（19～28）

19～22は須恵器、23は土師器、24～28は瓦である。23は竃の下、それ以外は床面直上の遺物

である。19、20は杯蓋である。19は天井部と体部との境は不明瞭である。天井部のヘラ切りは

未調整で、ヘラ記号がある。器高3．3cm、口径10．5cmを測る。20は天井部は丸みを帯びてお

り、休部との境は不明瞭である。天井部の1／2に回転ヘラケズリを施し、ヘラ記号がある。

器高3・8cm、口径11．0cmを測る。21は杯身で、受け部は短く、反り気味に立ち上がる。鹿部

は欠損している。口径10．8cmを測る。22は高杯の脚部である。ラッパ状に開き、裾部でおれ

る。端部は下垂して接地する。内側にはヘラ記号がある。底径8．0cmを測る。23は高杯である。

脚部は欠損している。内外面に柵かなヘラミガキを施す。口径13・6cmを測る。

24は軒丸瓦である。瓦当部の約1／3は欠損しているが、単弁の蓮華文である。34次調査地

点で同様の文様をもつ完形品が出土しており、蓮弁は七弁と考えられる。弁端は丸みをもち、
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Fig．8　SC－3014遺構実測図（l／60）

珠点を施す。中房は平坦で蓮弁との境はない。蓮子は1－5の配置である。文様は瓦当の中心

からややずれた位置にあり、外区の外縁には箔は当たっていない。瓦当の中央部は凹んでおり、

箔が瓦当の内側のみに当たったためと考えられる。内縁は無文である。瓦当径14cm、内区径9・

2cm、厚さ0．7cmを測る。丸瓦部分はほとんど欠損している。瓦当の裏面に長さ4cmで丸瓦

がつくが、端面はヘラケズリが施されており、この部分が丸瓦の端部ではない。裏面にこのよ

うな尭い丸瓦部がつくことから「1本作り」による軒丸瓦と考えられる。丸瓦の凹面には竹状

の模骨と布目が残る。焼成は硬質で、青灰色を呈する。
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25～28は行基式丸瓦である。凸面は平行叩きを縦方向にすり消している。凹面は幅1～1・5cm

程の竹状の模骨と布目が残る。また、粘土板の合わせ目の痕跡が観察できるものもある。26は

粘土板の接合部で割れている。側面と端面はヘラケズリが施される。焼成は軟質で、色調は淡

橙色を呈する。25～28の長さ30．5cm～39．0cmを測る。厚さは1．5cm～1・8cmを測る。

1

Fig・11SC－3014出土遺物実測図（3）（l／4）
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3　井戸（SE）

井戸は6基検出した。すべてⅠ区に位置する。井戸はいずれも弥生時代後期に位置づけられ、

素掘りである。井戸の底は八女粘土層までのものとさらに掘り下げて硬砂層まで達しているも

のがある。そのうち、SE－1012はⅠ区の東端で検出したが、以前あった建物のコンクリート

基礎のため、上面から1m掘り下げたのみである。時期は弥生時代後期後半と考えられる。

SEー1002（Fig・12）

Ⅰ区東側に位置する。平面形は円形を呈し、直径105～110cmを測る。底面は八女粘土層の

まで達している。深さ240cm、底面の標高6．1mを測る。埋土は上面から60cmは暗褐色粘質土

が、そこから140cmはローム、八女粘土ブロックまじりの茶褐色粘質土が堆積する。底面から

50cmではローム、八女粘土ブロックまじりの黒褐色粘質土が堆積する。遺物は主に最下層か

ら弥生土器が出土した。

出土遺物には若干の時期差があるが、本井戸は弥生時代後期前半に位置づけられる。

出土遺物（29～38）

29～38は弥生土器である。29のみ最下層で、他は埋土の中層で出土した。29は複合口縁壷で

ある。口縁は内湾気味に立ち上がる。屈曲部の稜は鈍い。30～32は甕口縁である。30、31は鋤

先口縁、32はくの字口縁である。33～35は平底の鹿部である。36は瀬戸内系の高杯の口縁片で

ある。口縁は直立し、端部は面取りする。接合部は段がつく。37は器台の裾部である。端部周

辺でやや屈曲し、端部の内側で接地する。38は小型の鉢である。手控ねによる成形で、器面に

は指頭痕が残る。鹿部は丸底である。

SE－1003（Fig．13）

Ⅰ区東側に位置する。平面形は円形を呈し、直径90～97cmを測る。底面は八女粘土層を更

に掘り下げている。深さ340cm、底面の標高5．3mを測る。埋土は上面から60cmは暗褐色粘質

土が、そこから20cmは暗褐色粘質土まじりのロームが堆積する。更に100cmは八女粘土ブロ

ックまじりの黒褐色粘質土が堆積する。その下に10cm程の八女粘土層の間層が入る。それか

ら底面までの100cmは八女粘土ブロックまじりの黒褐色粘質土が堆積する。遺物は主に最下層

から弥生土器が出土した。底面で完形の壷が5個体出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期前半に位置づけられる。

出土遺物（39～44）

39～44は弥生土器である。39～41は壷で、目線は外反気味に短く立ち上がる。頚部に稜はつ

かない。胴部の中位に胴部最大径がある。鹿部は平底である。外面は縦方向のパケメを施す。

器高28・0cm、27．6cm、24．2cm、口径14・6cm、13．0cm、12．8cmを測る。42、43も同様の器形

であるが、口縁は欠損している。44は小型の壷で、口縁はくの字に折れ、体部は球形を呈する。
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鹿部は平底である。調整は外面は縦方向のパケメ、内面はナデである。器高15．0cm、口径10．

0cmを測る。

SE－1004（Fig．14）

Ⅰ区東側に位置する。上面は撹乱をうけている。平面形は円形を呈し、直径100～105cmを

測る。底面は八女粘土層を更に掘り下げている。深さ340cm、底面の標高5・4mを測る。埋土

は上面から120cmはロームまじりの暗褐色粘質土が、そこから100cmは八女粘土ブロックまじ

りの暗褐色粘質土が堆積する。それから底面までの100cmは八女粘土ブロックまじりの黒褐色

粘質土が堆積する。遺物は各層から弥生土器が出土した。底面で小型の手捏ね土器が出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代中期末～後期初頭に位置づけられる。
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Fig．15　SE－1002出土遺物実測図（l／4）

出土遺物（45～57）

45～57は弥生土器である。54～57は底面で、それ以外は最下層で出土した。45、46は壷であ

る。45は鋤先口縁の広口壷、46は外反気味に立ち上がる直言壷である。47、48は鋤先口縁の甕

である。49～51は甕鹿部で、平底である。52、53は高杯である。52は杯部で口縁は反転して外

反する。53は筒状の脚部で、裾部は緩やかに広がる。外面はパケメを施す。封は小型の壷であ

る。口縁は直立気味に短く立ち上がり、体部は球形である。鹿部は平底である。外面には粗い

パケメ、内面はナデを施す。器高10．むm、口径5．7cmを測る。55～57は手捏ね土器である。

55、5鋸ま鉢形で、口縁はわずかに外反する。鹿部は平底である。57は壷形で、口縁はくの字を

呈する。鹿部は平底である。器面には指頭痕が残る。器高5．0cm、5．0cm、5・3cm、口径5．0cm、

4．7cm、3．鮎mを測る。

SE－1011（Fig・18）

Ⅰ区東側に位置する。平面形は円形を呈し、直径90～95cmを測る。底面は八女粘土層を更

に掘り下げて、硬砂層まで達している。深さ420cm、底面の標高4・0mを測る。埋土は上面か

ら80cmはロームまじりの暗褐色粘質土が、そこから15伽mは暗褐色粘質土が堆積する。それ

以下は八女粘土ブロックまじりの黒褐色粘質土が堆積する。遺物は各層から弥生土器が出土し

た。また、底面で完形の甕、木製の容器が土器が出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期初頭に位置づけられる。

出土遺物（58～62）

58～61は弥生土器である。61のみ底面で出土した。58、59は複合口縁壷である。口縁は直線
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Fig．16　SE－1003出土遺物実測図（1／4）
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Fig．17　SE－1004出土遺物実測図（l／4）

的に内傾する。屈強部には稜をもつ。59は端部の上をなでて面取りをする。60は瀬戸内系の甕

である。口縁は緩やかに外反し、端部は内側に短く立ち上がり、ヨコナデが施される。頚部は

内側には明瞭な稜がつく。肩が張る胴部である。胎土は他の土器と違いは見られない。色調は

淡黄灰色を呈する。口径12・Ocmを測る。61は甕である。口縁はくの字に折れ、内側には明瞭

な稜がつく。胴部は長胴で、鹿部は丸みを帯びた平底である。調整は内外面とも縦方向のパケ

メが施される。鹿部の内側には指頭痕が残る。器高25．4cm、口径16．8cm、底径7・6cmを測る。

62は木製の容器である。端部の一方が欠損しているが、ほぼ完形である。杉の芯持ち材を側

面から楕円形にくり抜き、外面も両端を削る。器形は楕円形を呈する。端部の一方に径2cm

の穿孔があり、両端に穿孔が施されていたと考えられる。長さ34．5cm、幅28．0cm、高さ13・0cm、

厚さ2～2．5cmを測る。

SE－1038（Fig．19）

Ⅰ区東側に位置する。平面形は楕円形を呈し、直径75～90cmを測る。底面は八女粘土層を更

に掘り下げて、硬砂層まで達している。深さ370cm、底面の標高4．9mを測る。埋土は上面から

100cmはロームまじりの暗茶褐色粘質土が、そこから100cmはロームまじりの暗褐色粘質土が

堆積する。それそれ以下は八女粘土ブロックまじりの黒褐色粘質土が堆積する。遺物は各層から

弥生土器が出土したが、最下層のものが多い。底面で完形の複合口縁壷、長頸壷が出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期中頃に位置づけられる。

出土遺物（63～74）

－23－



63～74は弥生土器である。63～67、69は最下層、それ以外は上、中層から出土した。63は複

合口縁壷である。口縁は直線的に立ち上がり、端部と屈曲部はなでて面取る。頚部と体部の境

には低い断面三角形の突帯が1条巡る。胴部は中位に最大径があり、刻目突帯が1条巡る。鹿

部はやや丸みを帯びた平底であるo調整は内外面ともパケメを施す。口縁は横方向のパケメを
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L＝8．7m

Fig．18　SE－1011遺構実測図（1／40）
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Fig．19　SE－1038遺物実測図（1／40）
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Fig．20　SE－1011出土遺物実測図（1／4）

ナデ消す。器高39・Ocm、口径18．0cm、底8・5cmを測る。64は複合口縁壷と考えられるが、口

縁は欠損している。頚部と胴部の境には断面三角形の突帯が1条巡る。胴部最大径は中位にあ

り、1条の断面コの字形の突帯が巡る。鹿部はやや丸みをおびた平底である。内外面ともパケ

メを施す。65は壷で、口縁は欠損している。頸部は直立気味に立ち上がり、口縁は緩やかに外

反する。頚部と胴部の境は明確ではない。鹿部は平底である。調整は内外面ともパケメを施す。

66は長頸壷である。頸部は直立して立ち上がり、口縁端部はなでて面取りする。体部は偏球形

を呈する。鹿部はやや丸みを帯びた平底である。調整は内外面ともパケメを施す。口縁はヨコ

ナデする。器高21．0cm、口径8．8cm、底径5．5cmを測る。67は甕である。口縁は緩やかに外反

し、頚部の稜は不明瞭である。胴部最大径は口径を上回る。鹿部はやや丸みを帯びた平底であ

る。器高19・6cm、口径13・Ocm、底径5．6cmを測る。68はくの字口縁の甕である。頚部の稜は

不明瞭である。69は甕で、口縁は欠損している。体部はやや歪んでおり、胴部中位に最大径が

ある。鹿部は丸みを帯びた平底である。70は鉢である。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁は

反転して外反する。鹿部は平底である。器高11．0cm、口径18・5cm、底径7．0cmを測る。71、

72は器台の脚部である。器壁は厚く、裾は緩やかに広がる。調整は外面はパケメ、内面はナデ
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Fig・21SE－1038出土遺物実測図（1）（1／4）

－26－



0　　　　　　　　10cm
－　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　I
r ll ll　　　　．　　　ll　　　　ー－．．．1

Fig．22　SE－1038出土遺物実測図（2）（l／4）

を施す。73は高杯の脚部である。裾は緩やかに広がる。調整は外面はパケメ、内面は指頭痕が

残る。74は手控ね土器で、鉢形を呈する。端部はなでて尖る。内面には指頭痕が残る。
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4　溝　（SD）

溝はⅠ～Ⅱ区で10条検出した。遺

構の時期は弥生時代後期から中世ま

で至る。ここでは時期毎に記述して

いく。

SD－1009（Fig・23）

Ⅰ区の西側に位置する。N－7げ

一Eの方位をとる。長さ6m、幅50

～150cm、深さ60cmを測る。埋土

は暗褐色粘質土である。遺物は埋土

から弥生土器が出土した。

出土遺物が少ないため、時期は不

明確だが、弥生時代後期に位置づけ

られる。

SD－2005、3004（Fig・23）

2005、3004は既存道路のため、寸

断されているが、規模や方向から一

連の溝と考える。Ⅰ、Ⅱ区の東端に

位置し、N－23°―－Wの方位をとる。

検出できた長さは14m、幅50

cm、深さ70cmを測る。埋土は暗

褐色粘質土で、遺物は弥生土器が少

量出土した。

出土遺物が少ないため、時期は不

明確だが、弥生時代後期に位置づけ

られる。

SD－1009、2005．3004は方向は

直行し、規模も類似している。時期

的にも同時期と考えられ、鈎形に折

れる区画の溝と考えられる。溝の内

側は撹乱が多いため、性格は確定で

きない。
Fig．23　溝（SD）遺構配置図（1／400）

－28－



L＝8．3m

L＝8．0m

Ⅱ区SD－1001土層

Ⅰ区SD－1001土層

1．淡黄褐色粘土（灰褐色粘土混る）

2　淡黄褐色粘土（やや暗い灰褐色粘土視る）

3．淡黄褐色粘土（炭化物混る）

4．やや暗い灰褐色粘土（しまっている）
5・4と同じ

6．灰褐色粘土（炭化物混る）

7．4＋（炭化物混る）

8．時黄褐色粘土

9・灰褐色粘土

10．淡黄橙色粘土

11．鳥栖ローム（ブロック状）

12．八女粘土（プロソク状）

13．10十（八女粘土ブロック混る）

14・淡黄橙色粘土（しまりがない）

15－10と同じ

16．11と同じ

17．明淡黄橙色粘土

18．やや暗い灰褐色粘土

19・暗灰褐色粘土

20・灰褐色粘土（八女粘土混る）

L＝8．7m

SD－3001土層
1・茶褐色粘土（ロームプロブタ混る）4．灰褐色粘土（炭化物混る）　1．茶褐色粘土（炭化物混る）

2・やや暗い茶褐色粘土　　　5．灰褐色粘土（八女粘土混る）2．暗褐色粘土（黄褐色粘土ブロック混る）

3・茶褐色粘土　　　　　　　6．5と同じ　　　　　　　　　3．黄褐色粘土（暗褐色粘土プロブタ混る）

4．暗褐色粘土（黒褐色粘土ブロック混る）

L＝8．5m

Ⅲ区SD－2002土層
ⅰ・淡暗茶鴇色粘土

2・暗褐色粘土（ローム混る）

3．時茶禍色粘土（ローム、炭化物混る）

4．やや淡い暗茶褐色粘土

暗黄褐色粘土（ローム粒子混る）

暗黄褐色粘土（ローム、炭化物混る）

暗褐色粘土（ローム粒子混る）

5．4＋（炭化物混る）　　　　　　　9．7十（黒褐色粘土ブロック撮る）

6．暗褐色粘土　　　　　　　　　10．7＋（褐色粘土ブロック混る）

7．暗茶褐色粘土　　　　　　　　　11．黄褐色粘土（ローム混る）

8．7＋（黒褐色＋鴇色粘土ブロック混る）12．茶褐色粘土

L＝8一5m

Ⅱ区SD－2002土層

1．暗茶補色粘質土（炭化物混る）　　　4．やや暗い茶褐色粘土（炭化物混る）

2．暗茶褐色粘土（ローム粒子、瓦混る）　5．3＋（ローム粒子多く混る）

3．茶褐色粘土（ローム粒子混る）　　　6・茶褐色粘土（ロームブロック混る）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
L一一一．－．．　・．・．．　！　　　　．　　　　．！

Fig．24　SD－1001、2002、3001土層断面図（1／40）
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SD一2001（Fig・23）

Ⅱ区、Ⅲ区に連なる南北溝である。S0－3014を切り、SD－2002、3006等に切られる。N一

3。－Eの方位をとる。検出できた長さは22mを測る。断面形は逆台形を呈する。幅、深さは

Ⅱ区とⅡ区では差があり、Fig．23のポイントAで溝の底に段差が見られる0Ⅱ区は幅150cm・

深さ70cmを、Ⅱ区は幅250cm、深さ130cmを測る。土層を観察すると、掘り直しが行われて

いることがわかる。Ⅰ区で検出した部分はⅡ区より後出する。出土遺物には大きな時期差は見

られない。遺物は主に土師器、須恵器等が出土した。また、瓦もコンテナ箱で3箱出土したo

scー3014との関係から、掘削の時期は7世紀中葉以後、埋没の時期は3D－3006との関係から

9世紀まで下がらないものと考えられる。また、出土遺物から溝の存続時期を7世紀末から8

世紀中頃に位置づけたい。

出土遺物（75～137）

75～81は下層、82～106は上層から出土した。75～79は須恵器、80、81は土師器である075

～77は杯蓋である。天井部には偏平の撮みがつく。口縁端部は屈曲して下垂する。77は焼歪ん

でいる。器高2・7cm、2．9cm、1．7cm、口径15・Ocm、15・5cm、15．2cmを測る。78、79は高台

付の杯である。体部は直線的に立ち上がり、鹿部には断面方形の高台がつく。器高4・2cm・6．

2cm、口径15．6cm、17・8cmを測る。80は甕口縁である。ロ縁はくの字形を呈し、外面はパケ

メ、内面はヘラケズリを施す。81は甑の把手である。断面円形である。

82～100は須恵器、101～106は土師器である。82～84は杯蓋で、天井部は丸く、口縁との境

は不明瞭である。82は口径12．0cmを測る。83は天井部はヘラ切り未調整である。ヘラ記号が

ある。器高3．7cm、口径11．0cmを測る。84は天井部に回転ヘラケズリを施す。口縁は欠損し

ている。ヘラ記号がある。85は杯身で、短く立ち上がる受け部がつく。鹿部はヘラ切り未調整

である。器高3・4cm、口径10・0cmを測る。鹿部にはヘラ記号がある。86～89は杯蓋である。

天井部に偏平の撮みがつく。口縁端部は屈曲して下垂する。86は器高3．1cm、口径16．0cm・87

は口径16．5cm、88は器高2．2cm、口径16．6cm、89は器高3．5cm、口径19．8cmを測る。90～95

は高台付の杯である。90はハの字形を呈する高台がつく。鹿部にはヘラ記号がある。器高4・1cm・

口径13・Ocmを測る。91～95は断面方形の高台がつく。体部は直線的に立ち上がる。器高3・7cm・

3．5cm、3．7cm、4．6cm、5．5cm、口径14・Ocm、13・5cm、16．6cm、14．7cm、18．0cmを測る0

96は高時の脚部である。裾は緩やかに開き、端部は僅かに下垂する。97は長頸壷の鹿部である。

鹿部には高い方形の高台がつく。98、99は甕口縁である。98は口縁下に突帯がつく。100は短

頸壷である。口縁は直立し、体部は偏球形を呈する。体部は回転ヘラケズリを施す。器高9．5cm・

口径12．0cmを施す。101～104は甑の把手である。断面は円形を呈する。105は壷で、口縁は直

立する。体部は球形を呈する。106は高杯の脚部で、裾部で折れる。外面にはヘラミガキを施

す。107は土製の玉である。手捏ねによる成形で、器面には指頭痕が残る。径1．5cmを測る。
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Fig．25　SDー2002出土遺物実測図（l）（l／4）
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Fig．26　SDー2002出土遺物実測図（2）（l／4）
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Fig．27　SD－2002出土遺物実測図（3）（l／4）
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Fig．28　SD－2002出土遺物実測図（4）（1／4）
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Fig．29　SD－2002出土遺物実測図（5）（l／4）
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Fig．30　SD－2002出土遺物実測図（6）（l／4）
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Fig．31SD－2002出土遺物実測図（7）（l／4）

2002からは総数で約200片の丸瓦、平瓦等が出土した。108は軒丸瓦、109～116は丸瓦、117

～136は平瓦である。

108は百済系単弁軒丸瓦である。中房は小さく、蓮子は1－6の配置である。蓮弁は8弁で、

花弁の中央の稜は鋭いが、弁端、間弁は不明瞭である。外縁には4条の圏線が巡る。外区径17．

0cm、内区径14．0cm、中房径4・2cm、厚さ2．0cmを測る。丸瓦部は凸面は叩きをすり消してい

る。凹面は布目が残る。磨滅のため、模骨痕は不明瞭だが、竹状の模骨である。瓦当との接合

部の粘土が一部剥落しており、その部分を観察すると、瓦当との接合は裏面の上端に刻みをい

－37－



れた丸瓦端部をあて、粘土で補強するという方法をとっている。焼成は軟質で、淡黄橙色を呈する。

109～116は丸瓦である。111、114は須恵質、それ以外は土師質である。111、114は凸面は叩

きをすり消す。凹面は布目と模骨痕が残る。模骨は竹状模骨である。109は布の合わせ目の痕

跡が見られる。114は端面付近に布の綴じ合わせの痕跡が見られる。端面、側面はヘラケズリ

が施される。109、110、112、113、115は前述のものと比べるとやや薄手である。凸面は平行

叩きの後、縦方向にすり消す。内面は布目と竹状模骨痕が残る。112は粘土板の継ぎ目が観察

できる。これらはSC－3014出土の丸瓦に類似する。116は丸瓦の端部である。端部は凹面側に

折り返す。凸面の端から折り返し部分にかけて粘土の剥離がみられ、瓦当が接合していた可能

性がある。凸面はすり消し、凹面には布目が残る。

117～136は平瓦である。130以外は土師質である。117～133は凸面は平行叩き、または平行

叩きをすり消す。凹面は布目と模骨痕を残す。側面と端面はヘラケズリを施す。大半が器壁は

1・2～1．5cm程度の薄手のものである。134は両側面と端面の一方が残るものである。凸面はヘ

ラケズリを施し、叩き目は残らない。凹面は布目と模骨痕が残る。側面と端面はヘラケズリが

施される。135、136は凸面は大きめの格子目叩きで、凹面は布目と模骨痕が残る。

137は鵡尾の鰭部と考える。表面は磨滅しているが、器面の一方に沈線状の段が見られる。

器面の調整はナデと考えられる。土師質で、色調は灰白色を呈する。厚さは2cmを測る。34

次調査地点でも鵡尾の鰭部が出土している。

SD－3007（Fig・23）

Ⅱ区の中央に位置する。SD－3006を切られる、N－26。－Eの南北溝である。幅80cm、深さ

30cmを測る。遺物は土師器、須恵器等（147、148）が出土した。時期は7世紀前半代と考える。

SDー3006（Fig．23）

Ⅱ区の中央に位置する。SD－2002を切る、Nー7アlEの東西溝である。2条の溝の切りあ

いである。幅150cm、深さ30cmを測る。遺物は土師器、須恵器等が出土した。時期は9世紀

代と考える。

SD－2001、3002（Fig．23）

SD－2001はⅡ区の南側で検出した。SD－2002を切る、Nー9げーEの東西溝である。幅・10

0cm、深さ20cmを測る。SD－3002はⅡ区の北側に位置する。N－9げ－Eの東西溝である。幅

100m、深さ20cmを測る。遺物は中国製白磁、土師器等が出土した。両者の溝は規模、方向と

も類似しており、併存していたと考えれる。溝の間は既存道路のため、削平されているが、道

路の側溝の可能性がある。時期は出土遺物から12世紀代と考える。

出土遺物（141～146）

138はSD－2001、142～144はSD－3002から出土した。141は玉縁口縁の白磁碗である。142、

143は土師器皿である。鹿部の切離しは糸切りである。144は白磁碗である。
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Fig．32　溝南北断面図（1／100）

SD－3001（Fig・23）　　　　　　　　　　　

SD－3001はⅡ区の中央で検出した。SD－2002を切る、N－9げ－Eの東西溝である。幅300cm、

深さ130cmを測る。断面形は逆台形である。土層を観察すると、埋土は南側から流れ込んだ様

子が見られる。遺物は非常に少なく、土師器、口禿の白磁等が出土した。時期は確定できない

が、14世紀以降と考えられる。　　　　　　　　

SDー1001（Fig・23）　　　　　　　　　　　

SD－1001はⅠ、Ⅰ区の南側で検出した。N－900�X,ﾉ8ﾉ�ﾈﾖ�,X*�.��)YﾓC��6ﾘ���ｸ+3���6ﾐ

を測る。断面形はⅤ字形である。土層を観察すると、埋土は南側から流れ込んだ様子が見られ

る。溝は直線的に延びるが、Ⅰ区の中央で北側に張り出している。遺物は主に最下層から土師

器、李朝の白磁、軒丸瓦、石臼等が出土した。瓦は張出部を中心に出土した。掘削の時期は16

世紀代と考える。　　　　　　　　　　　　　　　

出土遺物（150～165）　　　　　　　　　　　

150～153は土師器小皿である。鹿部の切離しは糸切りである。器高1・鮎m～1・7cm、口径6・O

cm～7．6cmを測る。．154は玉縁口縁の白磁碗である。155は李朝の白磁碗である。粕色は灰白

色を呈し、粕には氷裂が入る。高台畳付から内側は露胎である。見込みには目跡が4カ所残る。

156は明代の染付である。157は青磁壷で、断面台形の低い高台がつく。高台畳付には目跡が残

る。粕は外面のみかかる。畳付から内側は露胎である。粕色は暗青緑色を呈する。158は伊万

里系の碗である。159は国産の施粕の陶器蓋である。粕色は青緑色を呈する。160は石臼である。

161～163は巴文の軒丸瓦である。巴の尾は長く、反時計回りである。珠文は20個である。164

は菱形の文様をもつ軒丸瓦、165は唐草文の軒平瓦である。

SD－1010（F短・23）　　　　　　　　　　　

SD－1010はⅠ区の東側で検出した。N－0°－Eの南北溝である。幅150cm、深さ80cmを測

る。断面形はⅤ字形である。この溝は更に北側に延びていき、那珂八幡古墳の周濠に合流す
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Fig．33　溝出土遺物実測図（1／4）

る。そして、周濠の外側の肩に沿って、東西に分岐する。遺物は白磁等が出土した。時期は確

定できないが、掘削の時期は16世紀代と考える。

SD－1001、SD－1010は同時期の溝であり、両者は一連の溝と考えられる。

出土遺物（138～140）

138は白磁皿である。鹿部は平底で、見込みにはヘラ描きによる花文が施される。粕色は淡

灰褐色を呈する。鹿部のみ露胎である。139は青白磁碗である。粕は全面にかかり、粕色は淡

青灰色を呈する。140は巴文の軒丸瓦である。珠文は小さく、巴の尾は長く、反時計回りである。
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Fig．34　SD－1001出土遺物実測図（l／4）
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5　土坑（SK）

土坑は7基検出した。ここでは主な土坑について述べていく。

SK－1005（Fig・35）

I区の中央で検出した。平面形は楕円形を呈し、長さ135cm、幅100cm、深さ60cmを測る。

埋土は暗茶褐色粘質土で、坑底で土師器甕が出土した。時期は古墳時代後期と考えられる。

SK－1018（Fig・35）

Ⅰ区の東側で検出した。平面形は楕円形を呈し、長さ84cm、幅65cm、深さ60cmを測る。坑

内に弥生土器の大甕が倒立した状態で出土した。埋土は暗褐色粘質土で、遺物は弥生土器の甕、

壷等が出土した。時期は弥生時代終末と位置づけられる。

出土遺物（166）

166は弥生土器の甕である。口縁はくの字に折れ、長く延びる。頚部には断面三角形の突帯

がつく。体部は倒卵形で、胴部最大径は中位にある。胴部中位からやや下がったところに刻み

を施した突帯がつく。内外面とも粗いパケメを施す。口径37・5cmを測る。

SK－2003（Fig・35）

Ⅰ区の東側で検出した。調査区の北側に遺構は広がる。平面形はL字形を呈し、二つの土坑

の可能性はあるが、切りあいは確認できなかった。幅約200cm、深さ50cmを測る。埋土は暗

褐色粘質土で、遺物は弥生土器が出土した。時期は弥生時代中期中葉に位置づけられる。

出土遺物（167～174）

167～174は弥生土器である。167は鋤先口縁の広口壷である。口縁端部には刻目が入る。168

～172は逆L字形口縁の甕、171はくの字口縁の甕である。172～174は平底の甕鹿部である。

SK－3003（Fig・35）

Ⅱ区の北側で検出した。平面形は楕円形を呈し、長さ70cm、幅60cm、深さ20cmを測る。埋

土は暗褐色粘質土で、遺物は坑底で完形の須恵器杯が出土した。時期は7世紀末に位置づけら

れる。

出土遺物（175、176）

175、176は須恵器である。175は杯蓋で、天井部に偏平の宝珠撮みがつく。口縁内側には短

いかえりがつく。器高2・5cm、口径12．6cmを測る。176は杯身で体部は直線的に立ち上がり、

鹿部に断面台形の高台がつく。器高4・0cm、口径13・6cm、高台径9・5cmを測る。

SK－3005

Ⅲ区の北側で検出した。平面形は楕円形を呈し、長さ120cm、幅100cm、深さ20cmを測る。

埋土は暗褐色粘質土で、遺物は須恵器、土師器が出土した。時期は7世紀中葉に位置づけられ

る。
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Fig・35　SK－1005、1018、2003、3016実測図（l／40）
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Fig．36　土坑出土遺物実測図（1）（1／4）
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Fig・37　土坑出土遺物実測図（2）（1／4）
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出土遺物（177～183）

177～181は須恵器で、182～183は土師器である。177、178は杯蓋で、天井部に丸みをもち、

ロ縁との境は不明確である。天井部は回転ヘラケズリを施す。口径12．2cm、12．0cmを測る0

177は天井部にヘラ記号がつく。179は杯身で、受け部は短く内側に立ち上がるo鹿部の2／3

に回転ヘラケズリを施す。器高3．6cm、口径10・2cmを測る。鹿部にはヘラ記号がつく。174は

杯身で、口縁は直線的に立ち上がる。鹿部は丸みをもつ。鹿部には回転ヘラケズリを施す。器

高3．8cm、口径10・Ocmを測る。鹿部にはヘラ記号がつく。181は題である。口縁は大きく広が

る。口縁と頚部に沈線がつく。口径10．5cmを測る。182、183は高杯である。182は杯部の下半

で屈曲し、口縁は外反する。脚部はハの字形に開き、裾部で折れて、端部で接地する。器高8・

4cm、口径13．2cmを測る。183は脚部はハの字形に開き、裾部で折れ、裾部の内側が接地する。

外面は縦方向のナデを施す。

SK－3011

Ⅲ区の中央で検出した。SD－3001、3006に両側を切られる。平面形は長方形を呈し、幅50cm・

深さ30cmを測る。埋土は暗褐色粘質土で、遺物は須恵器、土師器等が出土した。時期は7世

紀中葉に位置づけられる。

出土遺物（184～186）

184、185は須恵器で、186は土師器である。184は杯身で、短く内側に立ち上がる受け部がつ

く。鹿部の1／2に回転ヘラケズリを施す。器高2．8cm、口径10．2cmを測る。鹿部にはヘラ記

号がつく。185は高杯の脚部で、ラッパ形に開く。裾端部はつまみ上げる。186は移動式の竃の

掛け口から庇にかけての部分である。内外面ともナデを施す。色調は淡黄褐色を呈するo

SK－3016

Ⅱ区の北側で検出した。平面形は隅丸長方形を呈し、断面形は逆台形を呈する。長さ184cm・

幅96cm、深さ130cmを測る。埋土は暗褐色粘質土で、遺物は須恵器、土師器等が出土した。

時期は7－匪紀中葉に位置づけられる。

出土遺物（187～192）

187～191は須恵器、192は土師器である。187は杯蓋で、天井部は丸く、口縁との境は不明確

である。天井部はヘラ切り未調整である。口径12．0cmを測る。天井部にはヘラ記号がつく。

188、189は杯身である。短く内側に立ち上がる受け部がつく。端部は丸く仕上げる。鹿部の1

／2に回転ヘラケズリを施す。器高3・7cm、3．0cm、口径10．0cm、9．6cmを測る。両者とも鹿

部にはヘラ記号がつく。190は高杯の杯部である。口縁は短く内側に立ち上がり、端部は丸く

仕上げる。鹿部の1／2にカキメを施す。口径11．6cmを測る。191は高杯の脚部で、ラッパ形

に開く。裾端部はつまみ上げる。192は甕で、口縁はわずかに外反する。調整は外面は縦方向

のパケメ、内面はヘラケズリを施す。
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第4章　第34次調査の記録

1．調査の概要

調査地点は那珂八幡古墳の南側に位置する。那珂八幡古墳は福岡平野で最古式の前方後円墳

であり、これまで昭和46年に九州大学考古学研究室が、昭和60年に福岡市教育委員会が調査を

行っている。昭和60年の古墳の規模等の確認調査では、後円部の墳頂で2基の主体部を検出し

ている。その内の第2主体部は割竹形木棺墓で、棺内から三角縁五神四獣鏡の他、勾玉、管玉、

小玉等が出土している。そして、その調査成果から墳丘長約75m、古墳の周濠は盾形を呈する

復元案が報告されている。

調査は1992年（平成4年）1月20日から3月31日までの3カ月間にわたって行った。調査前

の現況は駐車場で、標高約8・5mを測る。調査面積は1110m2である。道路の計画線は墳丘の裾

に一部かかるが、この部分は歩道の緑地帯として保存することで原局と協議し、その部分は墳

丘の構造を把握するためのトレンチを設定するにとどめた。

調査は現地表から約40～100cmの造成土、旧耕作土を重機で掘り下げた後に行った。調査区

の南側では約40cmの表土を除去すると、周濠の肩を検出した。周濠は便宜的に5区に分け、

埋土は土層を観察しながら人力で掘り下げた。調査区の東側は以前在った住居による削平で、

表土剥ぎは行ったが、遺構は遺存していなかったため、そこを残土置き場とした。

今回の調査で検出した遺構は弥生時代後期の井戸を8基、古墳の周湊、中世の井戸3基、溝

である。

弥生時代後期の井戸は古墳の周濠の底面や肩の部分で検出した。墳丘に設定したトレンチで

も墳丘の下で、弥生時代の遺構を検出しており、弥生時代の集落が在った場所に古墳を造営し

たと考えられる。

古墳の周濠は東側は削平されて遺存していなかった。周濠は南側の肩と墳丘裾に16世紀代に

溝の掘削等が行われ、本来の形状が残っている部分は少ない。土層の堆積状態から、周濠は中

世後半の段階は流れ込みによって埋没した、深さ約1mほどの窪みであったと考えられる。16

世紀代の溝の掘削以後、ここは埋め立てられ、耕地として利用されたと考えられる。

遺物は井戸、周濠から弥生土器、土師器、須恵器、輸入陶磁器、瓦等が多量に出土した。そ

の中に百済系単弁軒丸瓦や鵡尾等があり、周辺にそれらが使用されていた施設が予想される。

調査終了後、周濠は埋め戻し、墳丘も本来の裾から立ち上げる状態で復旧した。協議の結果、

地上に露出する墳丘の裾は歩道の緑地帯として保存し、地下についても下水道等の埋設物はそ

れを避けるように設計変更して頂いた。
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Fig．38

第34次調査地点遺構

配置図（1／300）



2・井戸（SE）

井戸はⅠ区～Ⅴ区までで11基検出した。SE－0003、0013、0015以外はいずれも弥生時代後

期に位置づけられ、素掘りである。井戸の底は八女粘土層までのものとさらに掘り下げて硬砂

層まで達しているものがある。そのうち、IV区の北側にある井戸は昭和60年度の調査で既に

調査されたものである。

SE－0003、0013、0015は中世期に位置づけ

られる。井戸の底は八女粘土層まで掘り下げ

ている。井筒等は検出できなかった。

SE－0003（Fig・39）

Ⅱ区の周濠の底面で検出した。平面形は円

形を呈し、直径215～240cmを測る。底面は

八女粘土層を更に掘り込み、硬砂層まで達し

ている。深さ270cm、底面の標高4・2mを測

る。埋土は上面から100cmは八女粘土まじり

の黒褐色粘質土、150cmは黒色粘質土が堆積

する。それ以下、底面まで白色粘質土（崩落

した八女粘土）となる。遺物は各層で出土し

たが、白色粘質土の上面と底面で完形の弥生

土器壷、鉢等が出土した。

出土遺物から時期は弥生時代後期終末に位

置づけられる。

出土遺物（1～10）

1～10は弥生土器である。4、8は底面で、

他は白色粘質土の上面で出土した。1、2は

複合口縁壷である。2は口縁は緩やかに内湾

し、屈曲部には明瞭な稜はつかない。頸部付

け根はあまり窄まらす、胴部最大径は中位に

あり、口径を上回る。鹿部は丸底である。調

整は内外面とも粗いパケメを施す。3は広口

壷である。口頸部は直線的に開く。胴部は縦

長の球形を呈し、鹿部は尖り気味の丸底であ

る。胴部最大径は口径を上回る。4は長頸壷
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Fig．39　SE－0003遺構実測図（1／40）
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Fig．40　SE－0003出土遺物実測図（1／4）
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である。口縁は若干開き気味にのび、胴部は偏球形を呈する。鹿部は丸底である。調整は外面

はヘラミガキ、内面はパケメを施す。5は短頸壷である。口縁は短く直立し、端部で僅かに外

反する。胴部は偏球形を呈する。鹿部は丸底である。6、7、8は口縁は僅かに外反し、頚部

はあまり窄まらず、明瞭な稜はつかない。胴部中位に最大径がある。鹿部は丸底である。今回

の調査ではこのタイプの甕か壷か区別しにくい土器が多く出土した。今回の報告ではこのタイ

プの土器を短頸壷として記述していく。8は小型の壷で、鹿部は痕跡的な平底である。9、10

は脚付鉢である。9は口縁は直立する。胴部最大径は上位にある。脚部は欠損している。調整

は内外面ともパケメを施す。10は胴部上半は欠損している。鹿部にはハの字形に開く脚部がつ

く。

SE－0004（Fig．41）

Ⅰ区の周濠の肩で検出した。上端の北側はSD

－0001に切られる。平面形は円形を呈し、直径19

0～210cmを測る。底面は八女粘土層を更に掘り

下げている。深さ170cm、底面の標高5．7mを測

る。埋土は上面から60cmは茶褐色粘質土が、そ

れ以下は八女粘土まじりの暗褐色粘質土が堆積す

る。井筒等は検出できなかった。遺物は各層で土

師器、須恵器、白磁等が出土したが、底面で花崗

岩転石、完形の土師器小皿、瓦器碗が出土した。

遺物は主に最下層から弥生土器が出土した。底面

で完形の壷が5個体出土した。

出土遺物から、時期は12世紀前半に位置づけら

れる。

出土遺物（11～26）

13、14は底面で、それ以外は埋土の下層で出土

した。11～13は土師器小皿である。鹿部の切離し

は糸切りである。器高1．1cm～1．3cm、口径9．0cm

～9・4cmを測る。14～16は瓦器碗である。体部は

内湾気味に立ち上がり、鹿部には低い断面三角形

の高台がつく。内外面は粗いヘラミガキを施す。

14、15は器高5．2cm、5・3cm、口径17．2cm、16・8cm

を測る。17～20は白磁碗である。17、18は玉縁の

ロ縁、19は口縁の内側に沈線をもつ。21、22は白
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Fig．41SE－0004遺構実測図（1／40）



5＝≡≡∃5555ク11

―・∈＝壷ヂ50

∈≡≡⊆三⊇ク12　　　＝⊆三ク13

55

j二二二二⊃

／
ヽ

Fig．42　SE－0004出土遺物実測図（1／4）

磁皿である。23は青白磁の合子の蓋である。天井部には花文を型押しする。内面は露胎である。

24、25は滑石製の石鍋の鹿部である。26は平瓦で、凸面は平行叩き、凹面は布目と模骨痕が残

る。焼成は須恵質である。
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SE－0005（F短．43）

Ⅲ区の周濠の外側で検出した。平面形は

円形を呈し、直径88～100cmを測る。底面

は八女粘土層を更に掘り込み、硬砂層まで

達している。深さ290cm、底面の標高4・0

mを測る。埋土は上面から30cmは暗茶褐

色粘質土で、割れた複合口縁壷等が出土し

た（1群）。それから100cmは黒褐色粘質土

で、割れた甕、器台等が出土した（2群）。

更に80cm下は八女粘土まじりの黒褐色粘

質土で、完形の壷、甕等が出土した（3群）。

それ以下、底面までは白色粘質土で、底面

で完形の甕、壷が出土した（4群）。遺物は

大きく4つのまとまりが見られた。

出土遺物から時期は弥生時代後期終末に

位置づけられる。

出土遺物（27～62）

27～61は弥生土器である。27、30、48、

56は1群、28、60、61は2群、31、37、38、

39、40、41、43、54、55は3群、32、33、

42、44、49は4群の土器である。27～30は

複合口縁壷である。27は口縁は直立する。

屈曲部の外側には竹管文が施される。頸部

はあまりすぼまらず、胴部との境には低い

／
1
／
1
／
－
－
1
1
1
1
、

0　　　　　　　　　1田
上＿．＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　l

p ll ll lt r l

Fig．43　SE－0005遺構実測図（l／40）

突帯を施す。突帯にはパケ目工具による刻

目がある。肩部はあまり張らない。28は口縁は直線的に内傾し、端部は面取りする。屈曲部は

明瞭な稜をもつ。29は口縁は内湾気味に立ち上がる。30は口縁は外湾気味の立ち上がり、外側

に大きく開く。口縁端部、屈曲部は面取りする。頚部はすぼまり、胴部との境には2条の突帯

がつく。胴部最大径は中位より上にある。鹿部は尖り気味の丸底である。内外面とも粗いパケ

メを施す。31、32は広口壷である。31は口頚部は緩やかに外反し、胴部との境には突帯がつく。

突帯にはパケメ工具による刻目がある。胴部は縦長の球形で、鹿部は痕跡的な平底である。32

は口縁は欠損している。胴部中位に最大径があり、鹿部は痕跡的な平底である。33は長頸壷で

ある。口縁は直立して長く延び、体部は偏球形を呈する。調整は内外面ともパケメを施す。34
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～39は直言壷である。36、38は口縁は短く直立する。胴部との境は明瞭である。体部は球形を

呈する。口縁外面にはヘラミガキを施す。37は胴部との境が不明瞭である。体部は偏球形を呈

する。40～44は壷、甕の区別がつきにくいものでここでは壷として報告する。40は言縁はわず

かに外反する。頚部には明瞭な稜はつかない。胴部は寸胴で、鹿部は丸底である。42は口縁は

わずかに外反し、頚部には明瞭な稜はつかないが、ヨコナデを施している。胴部中位に最大径

がある。鹿部は丸みを帯びた平底である。42は口縁は緩やかに外反し、胴部中位に最大径があ

る。鹿部は痕跡的な平底である。調整は外面はパケメ、胴部内面はヘラケズリを施す。43、44

は口縁はくの字形を呈し、胴部は縦長の球形を呈する。中位に最大径がある。鹿部は丸底であ

る。調整は内外面ともパケメを施す。45は小型品で、口縁はわずかに外反し、胴部は寸胴であ

る。鹿部は痕跡的な平底である。外面にはパケメ、内面には指頭痕が残る。46、47は口縁を欠

いているが、広口壷の類と考えられる。丸底である。48は大型の甕で、口縁は欠いている。胴

部は長胴で、鹿部は丸みを帯びた平底である。頚部と胴部下半に断面台形の突帯が付く。調整

は内外面ともパケメを施す。49～51は中型の甕である。49は口縁はくの字形を折れる。胴部は

長胴で、鹿部は尖り気味の底である。調整は外面は叩きの後、パケメを、内面はパケメを施す。

鹿部には指頭痕が残る。50、51は目線は欠いている。51は鹿部外面にヘラケズリを施し、尖り

気味の底を呈する。52、53は小型の甕である。口縁はくの字に折れる。52は丸底で、鹿部には

ヘラケズリを施す。胴部上半はヨコナデを施す。54、55は脚付の鉢である。口縁は直線的に開

き、体部は偏球形を呈する。鹿部にはハの字形に開く脚がつく。55は外面にヘラミガキが見ら

れる。56～60は大型の甕である。口縁はくの字形におれて、大きく開く。口径は胴部最大径を

上回る。頚部には刻目を施した突帯がつく。60は頚部と胴部中位に突帯がつく。鹿部は尖り気

味の平底となる。調整は内外面ともパケメの後、ナデを施す。61は器台である。体部の上位で

折れて、受け部となる。脚は直線的に開き、端部で接地する。調整は外面はパケメ、内面は受

け部はパケメ、脚部は指頭痕が残る。62は砥石である。3両に研面が見られる。
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Fig．45　SE－0005出土遺物実測図（2）（l／4）
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Fig．46　SE－0005出土遺物実測図（3）（1／4）
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Fig．47　SE－0005出土遺物実測図（4）（1／4）
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Fig．48　SE－0005出土遺物実測図（5）（1／4）
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Fig．49　SE一0005出土遺物実測図（6）（1／4）
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Fig．50　SE－0005出土遺物実測図（7）（1／4）
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SE－0006（Fig．51）

Ⅱ区の周濠の外側で検出した。上端の北側はSD－0001に

切られる。平面形は円形を呈し、直径110～115cmを測る。

底面は八女粘土層を更に掘り下げているo深さ370cm、底面

の標高4．3mを測る。埋土は上面から100cmは八女粘土まじ

りの黒褐色粘質土が、そこから80cmは崩れ落ちた鳥栖ロー

ム、八女粘土が堆積する。それ以下は80cmの黒褐色粘質土

で、その下面で潰れた壷を検出した（1群）。それから底面ま

では暗褐色粘質土まじりのロームで、完形の甕、壷が出土し

た（2群）。また、底面で壷、木製容器等が出土した（3群）。

遺物は大きく3つのまとまりが見られた。

出土遺物から時期は弥生時代後期中頃に位置づけられる。

出土遺物（64～99）

64～98は弥生土器である。76、77、78、91は1群、74、75、

84、94は2群、70、71、72、80、81、83、88は3群の土器で

ある。64～70は複合口縁壷である。64は口縁は直立する。端

部は面取りする。頸部はあまり窄まらない。65、66、68は内

湾気味に短く立ち上がる。屈曲部の稜は明瞭ではない。67、

69は口縁は直線的に内傾し、端部と屈曲部は面取りする。67

は口縁外面にはへら描きによる複合鋸歯文を施す。70は口縁

は内湾気味に立ち上がり、頸部はすぼまる。胴部との境には

断面三角形の突帯が付く。また、胴部中位からやや下がった

位置に断面方形の突帯がつく。鹿部はやや丸みを帯びた平底

である。調整は内外面ともパケメを施す。71は長頸壷である。

頚部は直立し、体部は球形を呈する。鹿部は平底である。調

／

／

／

1

1

1

＼

＼

L＝8．3m

整は内外面ともパケメを施す。72～75は短頸壷である。口縁　Fig．51

は短く外反する。頚部にはヨコナデを施す。体部は長胴を呈
SE－0006遺構実測図（1／40）

し、鹿部は平底である。73は頚部と胴部との境は不明瞭である。口縁外面と胴部下半にヘラミ

ガキを施す。74は口縁はあまり外反せず、ほぼ直立する。調整は内外面ともパケメを施す。76、

77は口縁を欠いているが、同様の器形と考えられる。78～84は前述の壷と比べると、頚部が長

く延びる壷である。口縁は緩やかに外反する。体部は縦長の球形で、頸部との境は不明瞭であ

る。鹿部は丸みを帯びた平底である。調整は内外面ともパケメを施す。85は口縁は緩やかに外

反し、胴部最大径を上回る。端部は玉縁状に肥厚する。鹿部は平底である。調整は内外面とも
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Fig．52　SE－0006出土遺物実測図（1）（1／4）
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Fig．53　SE－0006出土遺物実測図（2）（l／4）
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Fig．54　SE－0006出土遺物実測図（3）（1／4）
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パケメを施す。86は口縁は外反し、ほぼ水平に開く。最大径は胴部中位にある。胴部は縦長の

球形で、鹿部は丸みを帯びた平底である。87は胴部下半を欠いている。口縁は緩やかに外反し、

端部は玉線状に肥厚する。88～92は鹿部片である。下膨れの体部で、鹿部は平底である。外面

下半にヘラケズリが施される。

93は甕である。口縁はくの字形に折れ、胴部は長胴である。胴部最大径は口径を上回る。鹿

部は丸底である。胴部外面下半にはヘラケズリを施す。94は歪んだ甕で、口縁は波状を呈する。

口縁は緩やかに外反し、胴は長胴である。鹿部は丸みを帯びた平底である。調整は内外面とも

パケメを施す。95、96は器台である。受け部は欠損している。96は器面に横方向の叩き目を残

す。97、98は高杯である。97は東九州系の高杯の杯部で、口縁は内湾する。98は脚部で、ハの

字形に開く。外面にはパケメを施す。

99は木製の容器である。スギの芯持ち材を側面からくり抜き、両側に有孔の把手を作りだす。

鹿部は平底である。胴部の中位に2個の孔が施される。器面には削り痕がみられる。長さ26・0

cm、幅13．0cm、厚さ2．0cmを測る。
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Fig．55　SE－0006出土遺物実測図（4）（l／4）
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Fig．56　SE－0006出土遺物実測図（5）（1／4）
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SEー0007（Fig．57）

Ⅱ区の周濠の外側で検出した。上端

の北側はSD－0001に切られる。平面

形は円形で、直径235～245cmを測る。

底面は八女粘土層を更に掘り下げて、

硬砂層まで達している。深さ290cm、

底面の標高4．4mを測る。埋土は上面

から200cmはロームまじりの黒褐色粘

質土で、それ以下は底面まで白色粘質

土が堆積する。遺物は各層から弥生土

器が出土したが、黒褐色粘質土の下層

で完形の壷が出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後

期中頃に位置づけられる。

出土遺物（100～103）

103は埋土の上層、外は下層で出土

した。100～103は弥生土器である。10

0、101は壷である。口縁は緩やかに

外反し、頸部はすぼまる。胴部の最大

径は中位にあり、口径を上回る。鹿部

は平底である。調整は内外面ともパケ

メを施す。102は小型品で、口縁は緩

やかに外反して開く。頚部と胴部との

境は明瞭ではない。胴部の中位に最大

径がある。鹿部は平底である。調整は

内外面ともパケメを施す。103は器台

である。体部の上位で折れて受け部と

なる。脚部は直線的に開き、短部で接

地する。調整は外面はパケメ、内面は

受け部はパケメ、脚部は指頭痕が残る。

L＝7．5m

0　　　　　　　　　1m
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Fig．57　SE－0007遺構実測図（l／40）

－69－



Fig．58　SE－0007出土遺物実測図（1／4）
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SE－0008（F短・59）

Ⅰ区の周濠の底面で検出した。平面形は楕

円形を呈し、直径155～190cmを測る。底面

は八女粘土層を更に掘り下げて、硬砂層まで

達している。深さ260cm、底面の標高4．2m

を測る。埋土は上面から140cmはロームまじ

りの黒褐色粘質土が、それ以下は底面まで、

白色粘質土が堆積する。遺物は黒褐色粘質土

の下層で、完形の壷が出土した（1群）。また、

底面で小型の壷が出土した（2群）。遺物は大

きく2つのまとまりが見られた。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期後半

に位置づけられる。

出土遺物（104～106）

104、105は1群、106は2群の土器である。

104～106は弥生土器である。104、105は壷で、

104は口縁はわずかに外反する。胴部は長胴

で，最大径は中位にある。鹿部は平底である。

胴部の下半にヘラ状工具によるナデが見られ

る。105は口縁は緩やかに外反し長く延びる。

胴部は長胴で、頚部との境は不明瞭である。

鹿部は丸底である。調整は内外面ともパケメ

を施す。106は小型の壷で、口縁はくの字形

におれ、体部は偏球形を呈する。鹿部は丸み

を帯びた平底である。胴部との境は明瞭では

ない。
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SE－0012（Fig・61）

Ⅰ区の周濠の外側で検出した。平面形は円形を呈

し、直径約115cmを測る。底面は八女粘土層を更に

掘り下げいる。深さ290cm、底面の標高5・3mを測

る。埋土は上面から200cmはロームまじりの暗褐色

粘質土が、そこから40cmは黒色粘質土が堆積する。

それ以下は底面まで黒色粘質土まじりの白色粘質土

である。遺物は各層で出土したが、第2層で完形に

近い甕が出土した以外はまとまりは見られなかった。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期後半に位置

づけられる。

出土遺物（107～113）

110は第2層、それ以外は第1層から出土した。

107～113は弥生土器である。107は複合口縁壷であ

る。口縁は屈曲部から欠損している。108は長頸壷

である。口縁はわずかに外反する。109、110は甕で

ある。口縁はくの字形に折れる。頚部の稜は明瞭で

ある。胴部は長胴で、鹿部は丸底である。111は大

型の壷の鹿部と考えられる。やや丸みをおびた平底

である。112は大型の甕である。ロ縁はくの字形に

折れ、頸部には刻目を施した突帯が付く。刻目はパ

ケメ工具で行う。113は高杯の脚部である。裾で緩

やかに開く。
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Fig．62　SE－0012出土遺物実測図（l／4）
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SE－0013（Fig．63）

Ⅴ区の周濠の底面で検出した。上端の南側を

SD－0010で切られている。平面形は隅丸方形を

呈し、長さ170～180cmを測る。底面は八女粘土

層を更に掘り下げて、硬砂層まで達している。深

さ250cm、底面の標高4・5mを測る。埋土は褐色

粘質土が堆積する。井筒等は検出できなかった。

遺物は埋土から高麗青磁、滑石製石鍋が出土した。

時期は確定できないが、出土遺物から13世紀代

以降に位置づけられる。

出土遺物（114～118）

114は高麗青磁碗である。高台は断面方形を呈

しする。畳付から内側が露胎となる。115は須恵

質のすり鉢である。116は滑石製の石鍋である。

口縁は直行する。117は平瓦である。焼成は須恵

質である。凹面は布目と摸骨痕を、凸面は格子目

叩きを残す。118は叩き石である。両面に敵打痕

がある。
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SE－0014（F短．65）

Ⅴ区の周濠の底面で検出した。上端はSD－0009に切られている。平面形は円形を呈し、直

径160～170cmを測る。底面は八女粘土層を更に掘り下げて、硬砂層まで達している。深さ220

cm、底面の標高5．1mを測る。埋土は上面から100cmはロームまじりの暗褐色粘質土が、それ

以下は底面まで暗褐色粘質土まじりの白色粘質土となる。遺物は暗褐色粘質土の下面で完形の

複合口縁壷、長頸壷等が多量に出土した。

出土遺物から、本井戸は弥生時代後期中頃に位置づけられる。

出土遺物（119～140）

119～140は弥生土器である。119は畿内系の壷である。口縁はほぼ水平に開き、口縁端部に

は竹管文の施した浮文を施す。浮文の間にはパケメ原体による刻目を施す。120は大型の壷で

L＝7．5m
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Fig・65　SE－0014遺構実測図（1／40）
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ある。口頸部は欠けている。体部は球形で、鹿部は平底を呈する。調整は内外面ともパケメを

施す。121～124は複合口縁壷である。121は口縁はくの字に折れ、屈曲部の稜は明瞭である。

122は口縁は直線的に内傾するが、屈曲部の稜は不明瞭である。頚部は短く、肩はあまり張ら

ない。鹿部は平底である。調整は外面はパケメ、内面はナデである。123は口縁は欠けている。

頚部は直立し、口縁付近で緩やかに外反する。頸部と胴部の境には低い断面三角形の突帯がつ

く。突帯の下には押圧による円文が見られる。また、胴部中位からやや下がったところに刻目

を施した断面台形の突帯がつく。鹿部はやや丸みを帯びた平底である。胴部下半に穿孔が施さ

れる。124は123に比べるとなで肩で、頚部と胴部との境は明瞭ではない。その境には断面三角

形の突帯が付く。また、胴部の中位からやや下がったところにも同様の突帯が付く。鹿部は丸

みを帯びた平底である。125～129は長頸壷である。125、126は口頸部を欠いている。体部は算

盤玉形を呈し、鹿部は小さな平底である。127は口縁を欠いている。頚部は直立する。体部は

算盤玉形を呈する。鹿部は平底を呈する。128は前者と比べると、口頸部は短く、太い。頸部

は直立し、口縁はわずかに外反する。胴部は球形を呈し、鹿部は平底を呈する。129は頚部は

直立し、口縁はわずかに外反する。頚部と胴部の境は不明瞭で、体部は縦長の球形を呈する。

鹿部は丸みを帯びた平底である。130は無頸壷である。口縁はくの字形に折れ、体部は偏球形

を呈する。最大径は中位よりやや下がった位置にある。鹿部は平底である。131～136は口頚部

は緩やかに外反する。胴部との境は明瞭ではない。肩はあまり張らず、胴部は縦長の球形であ

る。胴部最大径は口径を僅かに上回る。鹿部はやや丸みを帯びた平底（131、132、134、135）

や痕跡的な平底（133）のものがある。調整はパケメを施す。139、140も同様の器形になるも

のと考えられる。137はロ縁はわずかに外反し、短く立ち上がる。肩はあまり張らない。鹿部

は丸みを帯びた平底である。138は小型の甕である。口縁はくの字形に折れ、胴部の上位に最

大径がある。鹿部は丸みを帯びた平底である。
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Fig．66　SE－0014出土遺物実測図（l）（l／4）
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Fig．67　SE－0014出土遺物実測図（2）（l／4）
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Fig．68　SEー0014出土遺物実測図（3）（1／4）
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SE－0015（Fig．69）

Ⅳ区の周濠の外側で検出した。上端はSDー00

10に切られている。平面形は歪な隅丸方形を呈し、

一辺150～175cmを測る。底面は八女粘土層まで

掘り下げ、中央をさらに径65cm、深さ60cmで掘

り下げる。井戸桶は残存していなかったが、この

部分に桶が据えられたと考えられる。深さ200cm、

底面の標高6．3mを測る。埋土は褐色粘質土が堆

積する。遺物は土師器、岡安窯系青磁、滑石製石

鍋等が出土した。

出土遺物から、本井戸は12世紀後半に位置づけ

られる。

出土遺物（141～148）

141は土師器小皿である。鹿部の切離しは糸切

りである。器高2・7cm、口径13．0cmを測る。142、

143は同安窯系青磁碗である。143は内面には櫛描

きによる施文が見られる。144、145は白磁碗であ

る。145は見込みの粕を掻き取る。146、147は石

鍋である。146は鍔の部分、147は鹿部である。14

8は砥石である。

0　　　　　　　　　10cm
1－．．・．－！　　　　　－」

0　　　　　　　　　1m
l．・　－　・・」

Fig．69　SE－0015遺構実測図（1／40）

－

Fig．70　SE－0015出土遺物実測図（l／4）
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3・溝（SD）

今回の調査では周濠の肩と墳丘の裾に沿う溝を検出した（SD－0001、0009、0010）。

溝は周濠の肩に沿って掘りこまれ、Ⅰ区で第32次調査のSD－0010と合流し、南側に延びる。

更に、溝はⅤ区で北側に折れて、墳丘の裾に沿って前方部に延びていく。昭和60年度の調査で

この溝は検出されている。幅150cm～300cm、深さは最大で60cmを測る。Ⅱ～Ⅲ区ではこれら

の溝に先行するSD－0002を検出した。溝は周濠の肩に沿って、埋土の下層1の上から掘りこ

まれている。

SD－0001、0009、0010は周濠がある程度埋没した段階に周濠の肩と墳丘に沿って掘りこま

れている。深さは周濠の底まで達しており、周濠の排水の性格があるのではないかと考える。

また、南側では第32次調査のSD－0001、0010と合流しており、関連する溝と考えられる。第

32次調査のSD－0010は周濠側に傾斜しており、周濠に水が流れる構造になっている。

溝の掘削の時期は出土遺物から16世紀代と考えられる。

出土遺物（149～160）

149、150はSD－0001、151はSD－0002、152～156はSD－0009、157～160はSDー0010から

出土した。149は土師器杯である。鹿部の切離しは糸切りである。器高2・0cm、口径14．0cmを

測る。150は滑石製の石鍋である。鍔の部分の破片である。151は白磁の皿である。高台から内

側は露胎である。又、見込みは輪状に粕を掻き取る。粕色は淡灰色を呈する。152は土師器蓋

である。天井部には回転ヘラケズリを施す。口縁には煤が付着する。153は粉青沙器の碗であ

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m

L－．．．二一一．一一．－．．「　　　　　－．一一」

Fig．71溝南北断面図（1／200）
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Fig．72　溝出土遺物実測図（1／4）

る。粕は全面にかかる。粕色は青緑色を呈し、見込みには象敦を施す。154は施粕陶器の小碗

である。外面は露胎で、内面に淡褐色の粕がかかる。155は有孔の円盤である。径6．0cm、厚

さ0・9cmを測る。156は匙形の土製品である。把手の部分は欠損している。157は土師器小皿で

ある。体部は直立気味に立ち上がる。鹿部の切離しは糸切りである。器高2・0cm、口径5・5cm

を測る。158は土師器杯で、鹿部の切離しは糸切りである。器高2．3cm、口径12．0cmを測る。

159は青磁の皿である。体部の下半で折れて、口縁は外反する。口縁は輪花状を呈する。高台

畳付から内側は露胎となる。粕色は青緑色を呈する。160は李朝の施粕陶器碗である。粕色は

灰緑色を呈する。見込みと畳付には目跡が残る。
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4・周濠

今回の調査では那珂八幡古墳の後円部南側の周濠を検／出した。墳丘の裾はほとんど中世の溝

によって削平されているが、Ⅱ区で墳裾の地山成形一部を検出した。それから推定される地山

成形の際に掘られた周濠の深さは約

1．6mを測る。現存の後円部の高さは

8mとなる。また、周濠底の幅は最大

で13m、上端の幅15mを測る。

周濠の南側の肩も中世の溝によって

削平されているが、周濠は後円部形に

沿って、くびれ部側に延びていく。従

来の那珂八幡古墳の周濠の形状につい

ては盾形の復元案が示されていたが、

第32次調査では周濠は検出できなかっ

た。今回検出した周濠の状況から形状

は墳丘形に沿った、鍵形を呈するもの

と推測される。この調査に先立って行

われた前方部側の試掘調査では前方部

の側面と前面の周濠が検出され、墳丘

の全長も更に10m大きくなることが確

認されている。これらのことから古墳

の周濠は後円部側が幅広く、前方部側

が狭い、鍵形の形状が復元される。墳

丘形の復元については報告を待って行

いたい。

周濠の覆土は流れ込みの状態で堆積

していることが観察される。周濠の掘

り下げは土層を観察しながら、大きく

6層にわけて掘り下げた。

上層1－現地表から60cm、近世以

降

上層2－現地表から100cm、近世

上層3－現地表から110cm、～16世

0　　　　　　　　　　　　　　　　　30
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Fig．73　那珂八幡古墳周濠測量図（1／600）

一85－



A L＝8．7m A′

蛋
茶褐色粘土（ローム粒子湿る）

暗灰褐色粘土
ロームブロック

灰褐色粘土
淡茶褐色粘土
10と同じ

9と同じ
茶褐色粘土（ローム混る）

17．16と同じ
18・ローム（黒色粘土混る）
19・淡茶褐色粘土（口一ム混る）
20．茶褐色粘土
21．黒色粘土
2．7十黄褐色粘土
23・21と同じ
24．やや暗い黄褐色粘土

25．21と同じ
26．24と同じ

27．12と同じ
28．12と同じ

2g・灰褐色粘土（ローム混る）
30・やや暗い茶褐色粘土

31・暗茶褐色粘土
32．やや暗い茶褐色粘土

33・32と同じ（鉄分湿る）
34・31と同じ

35．暗褐色粘土（ローム、炭化物混る）
36・やや暗い暗褐色粘土

37．21と同じ
38．やや淡い暗茶褐色粘土

39－　21と同じ
40・暗灰褐色粘土（白色粘土漁る）

－　31と同じ
－　ローム

－　42と同じ
一　40と同じ

．40と同じ
．31と同じ

．鳥栖ローム
．47と同じ

L57．5m B′

B－B′土層名称
1．茶褐色粘土　　　　　　　　　　　5．4と同じ

2．暗茶褐色粘土　　　　　　　　　6．4＋（鉄分混る）

3．2と同じ　　　　　　　　　　　　7．黒褐色粘土

4．やや暗い茶褐色粘土　　　　　　　8．7と同じ

C

9・暗褐色粘土

10．9＋（ロームブロック混る）

11．鳥栖口lム

12．時灰褐色粘土（白色粘土混る）

L＝7．5m．

C－C′土層名称

1．淡褐色粘土

2．黄褐色粘土

3．暗茶褐色粘土

4．黒褐色粘土

5・滅茶褐色粘土

6．茶褐色粘土

7．6＋（黒色粘土混る）

8．6十（炭化物混る）

9．6と同じ

10　6＋（鉄分湿る）

11．黒色粘土＋茶褐色粘土

12．暗褐色粘土

13・暗茶褐色粘土

14．撮乱

15．赤褐色粘土（濡）

16．6と同じ

17．6と同じ

18．11と同じ

19・黒褐色粘土＋暗褐色粘土
20．八女粘土＋（暗褐色粘土湿る）

21．4と同じ

22．6＋（粗砂混る）

23．八女粘土

24・鳥栖ローム

25．6＋（鳥栖ローム混る）

26・八女粘土（ブロック状に混る）

27．4＋（炭化物混る）

28・24と同じ

25．15と同じ
26・やや暗い茶褐色粘土

27．暗褐色粘土
28．暗茶褐色粘土（鉄分沈着）

29．黒褐色粘土
30・やや黒い暗茶褐色粘土

31．23と同じ
32．3と同じ
33．23と同じ

34・15と同じ

35・15＋（やや鉄分多く混る）
36・15＋（鉄分多く混る）

D－D′土層名称
1－　表土
2．ロームフロック
3－　黒色粘土
4．3＋（八女粘土ブロック混る）
5．鳥栖ローム（黒色土混る）
6ー　旧表土

7．暗茶褐色粘土

8．鳥栖ロームブロック
9．時灰色粘土

10ー　暗灰色粘土（しまりがない）
11－　ロームフロック

12．3と同じ

13．鳥栖ローム

14．ローム

15．茶褐色粘土
16．10と同じ

17・やや暗い灰褐色粘土
18．15と同じ

1g．やや暗い淡褐色粘土
20．淡褐色粘土（ローム粒子多く混る）
21．淡褐色粘土（ローム粒子混る）
22・八女粘土
23．淡褐色粘土
24．茶褐色粘土（ローム粒子混る）

Fig．74　周濠土層図（1／80）
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紀、上層3には前代の輸入陶磁器等も含むが、明代の青磁、李朝の陶磁器等を含む。

下層1－現地表から130cm、～12世紀、下層1には弥生土器、須恵器などの前代の遺物も含

むが、12世紀を中心とした時期の輸入陶磁器、瓦器、土師器等が含まれる。

下層2－現地表から150cm、～8世紀、下層2には輸入陶磁器は含まれず、6世紀、7世紀

の土師器、須恵器を中心に出土した。これらの他、軒丸瓦、鵡尾等が出土した。

下層3－現地表から160cm、～古墳時代初頭、下層3には須恵器は全く含まれず、ほとんど

が弥生土器である。Ⅰ区～Ⅱ区では検出できたが、Ⅳ区より東では見られない。わずかに古式

土師器を含み、古墳の造営直後の時期を示すものと考えられる。

各層の遺物の状況を見ると、古墳の周辺の遺構の状況を対応していることが分かる。

出土遺物（161～268）

161～166は下層3で出土した。161は二重口縁壷である。口縁は屈曲して緩やかに外反する。

端部は丸く仕上げる。屈曲部の稜は明瞭である。頸部は直立気味に立ち上がる。器面は風化の

ため、調整は不明である。色調は淡黄褐色を呈する。162、163は甕口縁である。ロ縁はくの字

に屈曲する。164は高杯の杯部である。口縁は外反して大きく開く。165は小型丸底壷である。

口縁は直線的に外傾し、頚部は窄まる。胴部は偏球形を呈する。器面にはヘラミガキを施す。

底面にはパケメが残る。内面はパケメである。色調は赤褐色を呈する。166は手控ねの椀であ

る。器面には指頭痕を残す。

167～189は下層2から出土した。167、168は甕鹿部である。168は上底で、畿内系の甕と考

えられる。調整は外面はナデ、内面はパケメである。169、170は高杯である。169は脚部はハ

の字形に開く。調整は外面はパケメ、内面はナデで、指頭痕が残る。170は脚部はハの字形に

開く。器面には縦方向のヘラミガキを施す。171は小型の器台である。脚部はハの字形に開く。

裾部付近には円形の孔を穿つ。172は器台である。受け部はほぼ水平に折れる。173は把手状の

土製品である。174～189は須恵器である0174～178は杯蓋である。174は天井部と口縁の境に

明瞭な稜をもつ。口縁端部は面取りする。天井部の1／2に回転ヘラケズリを施す。器高5・4cm、

口径12・8cmを測る。175は天井部と口縁の境に鈍い稜をもつ。天井部の1／2に回転ヘラケズ

リを施す。器高4・Ocm、口径12．8cmを測る。176～178は天井部と口縁の境は不明瞭である。

天井部は丸みを帯びている。天井部の1／3に回転ヘラケズリを施す。器高3．5cm、3．2cm、5．

3cm、口径12・4cm、12．7cm、12．7cm、を測る。178は天井部にヘラ記号がある。179は杯身で、

口縁は内側に短く立ち上がる。鹿部の1／2に回転ヘラケズリを施す。180は高台付の杯である。

体部は直線的に立ち上がる。鹿部には断面台形の高台がつく。181は口縁は内湾気味に立ち上

がり、端部はわずかに外反する。鹿部は平らで、ヘラケズリを施す。182は感である。口頸部

の基部は細く、頸部は外反して開き、口縁は内湾する。口縁外面には突帯状の段がつく。鹿部
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Fig．75　周濠出土遺物実測図（1）（1／4）
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Fig．77　周浸出土遺物実測図（3）（1／4）
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には回転ヘラケズリを施す。鹿部にヘラ記号がある。183は短頸壷である。口縁は欠けている。

体部にはカキメを施す。184は壷である。口頸部は欠損している。体部は肩が張る。鹿部は平

底である。185は甕である。頸部は緩やかに外反し、口縁は玉縁を呈する。体部は球形を呈す

る。調整は外面は格子目叩きで、肩部にはカキメを施す。内面は同心円文の当て具痕が残る。

186は口頸部は緩やかに外反する。口縁下に突帯がつく。外面には平行叩き、内面は同心円文

の当て具痕が残る。187は小型の高杯である。杯部は内湾気味に立ち上がり、口縁は折れてく

の字形を呈する。脚部はハの字形に開く。色調は灰白色を呈する。器高3．5cm、口径7．4cmを

測る。188、189は高杯の脚部である。188は脚部は緩やかに開き、裾部の内側が接地する。189

は長脚で、中央に二条の凹線が巡る。筒状の脚で、裾は緩やかに開く。裾端部の内側には突帯

が巡り、その部分が接地する。外面にはカキメを施す。裾部の内側にはヘラ記号がある。

190～224は下層1から出土した。190～195は弥生土器である。190は複合口縁壷である。口

縁は直線的に外傾する。屈曲部には稜をもつ。191は逆L字形の甕口縁である。192～194は平

底の甕鹿部である。195は器台である。受け部は平坦で、脚部はハの字形に開く。器面には指

頭痕が残る。196、197は土師器である。196は甑の把手である。197は甕で、口縁は緩やかに外

反する。内面にはヘラケズリを施す。198～213は須恵器である。198～200は杯蓋である。198

は天井部と口縁の境に突線状の稜をもつ。天井部の2／3に回転ヘラケズリを施す。口縁端部

は丸く仕上げる。口径12・8cmを測る。199、200は天井部は丸みを帯び、口縁との境は不明瞭

である。天井部には回転ヘラケズリを施す。199は天井部にはヘラ記号がある。200は器高3．2cm、

口径12・Ocmを測る。口縁部にはシダの葉の圧痕が見られる。201～203は杯身である。201、20

2は口縁は短く内側に立ち上がる。鹿部の2／3に回転ヘラケズリを施す。鹿部にはヘラ記号

がある。口径3・6cm、10．0cmを測る。203は鹿部はヘラ切り未調整である。鹿部にはヘラ記号

がある。204は鉢形の土器で、体部下半で折れて、口縁は内傾する。体部の中央には二条の凹

線が巡る。把手がつく鉢と考えられる。205は盛である。頸部の基部は細く、肩部には2条の

沈線からなる文様帯があり、刺突文を施す。鹿部は回転ヘラケズリを施す。鹿部にはヘラ記号

がある。206～208は長頸壷である。口頸部は外反気味に長く延びる。206は頚部の基部で打ち

欠いており、器台として最利用したものと考えられる。207は中央に2条の凹線が巡る。208は

口頚部は欠いている。肩部は張り、鹿部にはハの字形に開く高台がつく。胴部下半には回転ヘ

ラケズリを施す。209は脚付の長頸壷である。口頚部は直線的に外傾する。頚部には沈線から

なる文様帯がある。肩部はあまり張らず、沈線からなる文様帯には刺突文を施す。胴部中位に

はカキメを施す。胴部下半は回転ヘラケズリを施す。脚部は欠損しているが、3方に透かしが

あったと考えられる。210～213は甕である。210は口頚部は緩やかに外反し、口縁下には突帯

がつく。211は口頸部は緩やかに外反し、口縁外面は肥厚する。胴部の外面には平行叩き、内

面には同心円文の当て具痕が残る。212は緩やかに外反し、口縁は玉縁になる。胴部の上位に
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Fig・78　周濠出土遺物実測図（4）（1／4）
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Fig・80　周濠出土遺物実測図（6）（1／4、1／2）
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最大径がある。外面には平行叩きの後、カキメを施す。内面には同心円文の当て具痕が残る。

213は口頚部は欠けている。胴部の上位に最大径がある。外面は平行叩きのあと、カキメを施

す。内面は同心円文の当て具痕が残る。

214～216は土師器小皿である。鹿部の切離しは糸切りである。器高1．2cm、0．6cm、1．2cm、

口径6．8cm、8・Ocm、9．4cmを測る。217、218は土師器杯である。鹿部の切離しはヘラ切りで

ある。器高5．2cm、5．0cm、口径14・5cm、16．0cmを測る。219～220は土師器椀である。219、

220は鹿部に断面三角形の高台がつく。器高5．4cm、5・0cm、口径14．4cm、16・0cmを測る。22

1は瓦器である。鹿部中央にハの字に開く高台がつく。器面にはヘラミガキを施す。器高5．5cm、

口径16．5cmを測る。222は越州窯系青磁碗である。鹿部は蛇の目高台で、体部は直線的に延び

る。高台から内側は露胎である。粕色は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰色を呈する。223は

玉縁の白磁碗である。粕色は灰白色を呈する。224は平底の白磁皿である。見込みには花文を

施す。鹿部は露胎である。

225～232は上層3で出土した。225～228は須恵器である。225は杯身で、口縁は内側に短く

立ち上がる。鹿部は回転ヘラケズリを施す。器高4・0cm、口径10．5cmを測る。226は題である。

頚部の基部は細く、頸部には2条の沈線・が巡る。肩部の文様帯には刺突文を施す。鹿部には回

転ヘラケズリを施す。227は長頸壷の鹿部である。鹿部には断面台形の高台がつく。228は甑の

把手の部分である。断面は円形である。内面の調整はヘラケズリである。229は土師器の蓋で

ある。天井部は丸く、端部外側は肥厚する。外面はナデ、内面はパケメを施す。器高3．5cm、

口径16．0cmを測る。230、231は白磁碗である。231は周囲を打ち欠いている。232は白磁の小

壷である。粕色は淡褐色を呈する。底面は露胎である。

233は上層2で出土した。233は粉青沙器である。見込みには象獣を施す。

234は筒状の土製品である。内外面ともナデを施す。内径は3．4cmを測る。235は匙形の土製

品である。236は黒曜石製の石鉄である。基部は欠損している。幅1・1cm、長さ1．9cm、厚さ0・

3cmを測る．。237～241は石包丁である。いずれも欠損している。杏葉形、半月形のものがある。

242～245は砥石である。246は両面に2個の小孔を施した石製品である。孔は貫通していない。

247は滑石製の紡錘車である。復元径4．8cm、厚さ0．4cmを測る。248、240は土錘である。249

は半分が欠損している。

250～268は下層1、2から出土した瓦である。250～252は軒丸瓦である。250は百済系単弁

軒丸瓦である。瓦当は中房の部分は欠損している。蓮弁は3／8が残存する。花弁の稜は鋭い

が、弁単、間弁は不明瞭である。外縁には4条の圏線が巡る。丸瓦部は凸面は叩きをすり消し

ている。凹面は布目と竹状の模骨痕が残る。焼成は硬質で、青灰色を呈する。251は32次調査

S0－3014出土の軒丸瓦と同様の文様をもつ。瓦当部分は完形であるが、丸瓦部はほとんど欠

損している。瓦当には単弁七葉の蓮華文を施している。弁端は丸みをもち、珠点を施す。中房

－95－



250

Fig．81周濠出土遺物実測図（7）（1／4）

－96－

0　　　　　　　　10cm

L－…口，．一一一一」―＿二；

252



二三二二コ
259

／て＝⊃25。

壬二二コ
260

Fig・82　周遠出土遺物実測図（8）（1／4）

－97－

く＝＝コ
261

0　　　　　　　　10cm
！－・．・「　　　．．」



は平坦で蓮弁との境はない。蓮子は1－5の配置である。文様は瓦当の中心からややずれた位

置にあり、外区の外縁には箔は当たっていない。瓦当の中央部は凹んでおり、箔が瓦当の内側

のみに当たったためと考えられる。内縁は無文である。瓦当径14．5cm、内区径10．5cm、厚さ1．5

cmを測る。丸瓦部分はほとんど欠損しているが、32次調査例と同様に「1本作り」によるも

のと考えられる。焼成は軟質で、淡橙色を呈する。252はヘラ描きによる文様をもつ。文様は

単弁の蓮華文である。6～7弁と考えられる。中房は小さく、蓮子の表現はない。厚さ1．1cm

を測る。焼成は軟質で、淡黄褐色を呈する。

253～257は丸瓦である。254～257はやや薄手で、凸面は叩き目をナデ消す。凹面には布目と

竹状模骨痕が残る。257は行基式の丸瓦で、両端、両側面が残る。凸面は平行叩きが残る。凹

面は布目と竹状模骨痕が残る。凹面にはヘラ記号がある。端面、側面にはヘラケズリを施す。

長さ32．3cmを測る。焼成は軟質で、淡橙色を呈する。

258～266は平瓦である。258、260、261は凸面に平行叩きが残る。259は叩き目をパケメ工具

ですり消す。262は両側面がのこる。凸面には平行叩きを施す。凹面は布目と模骨痕が残る。

模骨の幅は2．2cm程である。焼成は軟質で、淡黄灰色を呈する。263は凸面は平行叩きの後、

ナデ。264は凸面に格子目叩きを施す。265、266は凸面の叩きをへら状の工具ですり消す。

267、268は鵡尾である。267は鰭の部分で、端部は残存する。鰭は表現は段によって成され、

両面にみられる。段は直線である。内側には胴部との接合部が残る。胎土は1～2mmの砂粒

を少し含む。焼成は軟質で、灰白色を呈する。268は鰭の部分で、鰭は表現は段によって成さ

れ、両面にみられる。段は曲線である。胎土は1～2mmの砂粒を少し含む。焼成は軟質で、

暗灰色を呈する。

周濠から出土した瓦は、大半が7世紀後半から8世紀前半に位置づけられると考える。251

は、32次調査例から7世紀前半に位置づけられる。鵡尾は小片のため、時期を限定しがたいが、

7世紀後半から8世紀前半におさまるものと考える。九州では鵡尾の出土例は9例を数えるが、

近隣では大野城市月ノ浦1号窯でこの時期の資料がある。
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第5章那珂遺跡34次調査（那珂八幡古墳）自然科学分析報告

パリノ・サーヴエイ株式会社

はじめに

那珂八幡古墳（福岡市博多区那珂大字宮ノ脇1－44所在）は、御笠川右岸の洪積台地（那珂

台地：標高6～9m）上に築造された前方後円墳である。本古墳の築造時期は、4世紀代と推

定されている。

昭和60年に行なわれた発掘調査では、墳丘部において2基の主体部（1号主体部・2号主体

部）が確認された。第2主体部からは三角縁神獣鏡・管玉・勾玉などが検出されている。墳丘

部は、古墳築造時に地山成形と盛土によって形成されていることが明らかにされている。また、

周濠は鎌倉時代以降に改変を受けた痕跡がみとめられている。

福岡市教育委員会埋蔵文化財課では、本古墳が築造された時期の古環境を復元するために、

自然科学的手法を応用した分析調査依頼を当社に要望した。当社では、教育委員会埋蔵文化財

課と協議の結果、周濠埋積物を分析試料として、古墳築造時およびそれ以降の各時代．時期の

周辺地城の古環境を推定するために、珪藻分析．花粉分析．植物珪酸体分析・土壌理化学分析

を行うこととした。珪藻分析では、周濠内の水城環境について検討し、花粉分析および植物珪

酸体分析では、周辺地域の古植生について検討した。また、土壌理化学分析では、周濠埋積物

の化学的成分を明らかにした。

L　試　　料

試料は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課により、本古墳の調査区北西側壁面から各層位毎

に合計8点（試料番号1～8）の土壌試料が採取された（図1）。試料番号1は灰褐色砂質土

であり、近代の耕作土とされる。試料番号2～4は淡茶褐色粘土質土であり、近世の客土と

される。試料番号5は茶褐色粘質土であり、中世（12～13世紀）の埋積物とされる。試料番

号6．7は暗茶褐色粘質土であり、奈良～平安時代の埋積物とされる。試料番号8は暗灰褐

色粘質土であり、古墳時代の埋積物とされる。

採取された試料から、当社において分析目的を考慮して分析試料を選択した。各分析項目の

分析点数は、珪藻分析および植物珪酸体分析が合計8点（試料番号1～8）、花粉分析および

土壌理化学分析が合計6点（試料番号1．4・5～8）である。

2．分析方法

（1）珪藻分析

湿重量約7gの試料について、過酸化水素水（H202）、塩酸（HCL）処理、自然沈降法、傾
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土層注記（発掘調査時）

標高（㎡）

8．0－

7．5－

7．0－

サ

ン

プ
ル

番土
号理D P PO

l一・一・一●－●

2－●一・一●ー●

3－・－●

4　－・－●

5－●－●．一一．－・

6一・一・一・一・

7－●－●一・一●

8－●－●一・一●

真砂．砂利（表土）

コンクリート・瓦礫ほか

灰褐色砂質土　　近代の耕土

淡茶褐色粘質土　近代の客土

茶褐色粘質土　　中世（12－13世紀）の埋積土

暗茶褐色粘質土　奈良～平安時代の埋積土

暗茶褐色粘質土　奈良～平安時代の埋積土

暗灰褐色粘質土　　古墳時代の埋積土
地山（八女粘土層）

砂E］粘土

図1調査区北西側壁面（周濠覆土層断面）の模式柱状図と分析試料採取層準
添付資料をもとに作成．

斜法の順に物理．化学処理を施し、珪藻殻の濃縮を行う。検鏡し易い濃度に希釈し、カバー

ガラス上に滴下．乾燥する。乾燥後、ブリュウラックスで封入し、プレパラートを作製す

る。

検鏡は、光学顕微鏡（油浸600倍あるいは1000倍）で、珪藻殻が半分以上残存するもの

を対象に200個以上同定・計数する（珪藻化石の少ない試料はこの限りではない）。同時に

完形殻と壊れた殻を区別して計数し、珪藻化石の保存度（完形殻数／総数×100）を求め、

考察の際に参考とした。珪藻の種の同定は、K．Krammer＆Lange－Bertalot（1986・1988・

1991）などを用いた。なお、生態性の解説を表1に示した。

（2）土壌理化学分析

分析は、土壌標準分析・測定法委員会（1986）、土壌養分測定法委員会（1981）、京都大学

農学部農芸化学教室（1957）、農林省農林水産技術会議事務局（1967）、ペドロジスト懇談会

（1984）、大羽ほか（1984）を参考にした。以下に、具体的操作行程を分析毎に示す。

a・分析試料の調製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

土層断面より採取された試料を風乾し、すべてを軽く粉砕しながら2・Om叫の師を通

過させる。これを風乾畑土試料とする。また、風乾畑土試料の一部を細かく粉砕し、2・0
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mmOの師を全通させる。これを微粉砕試料とする。

b．水分測定

風乾畑土試料の水分を加熱減量法（105℃、5．0時間）により測定する。

C．腐植含量の測定（CNコーダ一法）

微粉砕試料100～1，000mgを正確にはかり、助燃剤（酸化コバルト）5gと混合する。

これをサンプルボードに乗せて、CNコーダー（柳本制作所製）に挿入する。挿入した

試料をキャリアガス（He）気流中で950℃に加熱燃焼する。発生した燃焼ガスを鈍化させ、

CO2およびN2の組成にする。次いで、希釈、分取の工程を経て、TCD検出器により炭

素の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた試料中の水分から、乾土あたりの炭

素量（T一0％）を求める。求められた炭素量に1．724を乗じて腐植含量を算出する。

d．NaOH抽出腐植の光学性

炭素量100mgに相当する量の微粉砕試料を精秤し、100mβ三角フラスコに入れる。これ

に0．5％NaOH溶液50ml（炭素：液＝1：500）を加え、小型ロートをかぶせて沸騰して

いる湯浴中に浸漬し、時々振り混ぜながら30分間加温する。湯浴から取り出した三角ス

ラスコを流水中で冷却させた後、3，000回転／分（約15，000×g：gは重力加速度）で10

分間遠心分離し、透明な腐植溶液を得る。得られた抽出腐植溶液10mβを50㎡メスフラス

コにとり、水で定溶する。この希釈液について610、600、400nmの吸光度を測定する。

この測定値から、A10gK（logK400－lOgK600）cD（co1Ordensity：抽出腐柏原液の600

nmの吸光度）、K610／K600（600nmの吸光度に対する610nmの吸光度の比）を求める。

e．リン酸吸収係数

乾土換算で10・00gになるように分析試料を秤量し、2．5％リン酸アンモニウム湊（pH

7・0）を正確に20ml加え、時々振とうしながら室温で24時間放置する。これを乾燥ろ紙

でろ過し、そのろ液0．1mβを50血lのメスフラスコに正確に採取し、蒸留水約35料lとリン

酸発色a液10mlを加えて50mβに定容する。発色後30分間放置し、420nmで比色定量する。

定量された試料中のリン酸量を2・5％リン酸アンモニウム液（pH7・0）のリン酸量から

差引き、リン酸吸収係数を求める。

（3）花粉分析

花粉．胞子化石は、湿重10mgの試料についてKOH処理、姉別（250pm）、重液分離（ZnBr2：

比重2．2）、HF処理、アセトリシス処理の順に物理．化学的な処理を施して、試料から分

離．濃集する。処理後の残漣をグリセリンで封入し、プレパラートを作製した後、光学顕

微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類（Taxa）について同定．

計数を行う。結果は同定．計数結果の一覧表として表示する。
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（4）植物珪酸体分析

分析は、近藤・佐藤（1986）の方法を参考にした＊1。試料中の植物珪酸体は、過酸化水

素水（H202）・塩酸（HCL）処理、超音波処理（70W、250KHz、1分間）、沈定法、重液分

離法（臭化亜鉛、比重2・3）の順に物理．化学処理を行って分離．濃集する。これを検鏡

し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下．乾燥する。乾燥後、ブリュウラックスで封

入し、プレパラートを制作する。400倍の光学顕微鏡下で全面走査し、その間に出現する

イネ科葉部（菓身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）

および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐

瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出

現傾向から生育していたイネ科植物について検討するために、植物珪酸体組成図を示した。

各種類（Taxa）の出現率は、短細胞体と機動細胞体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数

とする百分率で求めた。なお、検出個数が短細胞珪酸体で200個未満、機動細胞体で100個

未満の試料は組成が歪曲する恐れがあるため、植物珪酸体組成を求めず、出現した種類を

＋で示すにとどめた。

＊1：近藤・佐藤（1986）の方法は、植物体に形成される植物珪酸体全てを同定の対象

とし、種類毎の出現率から過去の植生から栽培植物の有無を推定するものである。特に栽

培植物の有無について検討する場合には、短細胞珪酸体について注目する必要がある。こ

れは、イネ科植物の各種類における植物珪酸体の組成および生産量が異なる（近藤、1983）

ためである。例えば、イネ（イネ属）では短細胞珪酸体よりも機動細胞珪酸体の割合が高

いが、コムギ（イチゴツナギ亜科オオムギ族）などでは機動細胞珪酸体がほとんど形成さ

れないことがしられている。

3．結　　果

（1）珪藻化石の産状

各試料から産出した珪藻化石は、アルファベット順に並べて産出固体数を表示する（表

2）。

表中には個々の種の生態性（塩分、水素イオン濃度、水の流動性に体する適応性）につ

いても併記する。さらに、各種類の出現傾向から水城の有無やその状態を推定するために、

出現率2．5％以上の主要な分類群については、主要珪藻化石群集図を作成する（図2）。

珪藻化石の産状は、試料番号1・2．6・8の4試料から良好に産出するが、これ以外

の4試料からは51個体以下の産出で少ない。産出種は、全て淡水生種よりなり、産出分類

群数は18属81分類群（61種・14変種・未同定6）である。また、完形殻の出現率は、約50

％である。以下に各試料毎に産出種の特徴を述べる。
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表2　珪藻分析結果
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r・船価血肌用0乃…o Krasske

r83伽0…0面Sム用C軸Si用相reb．）Grun0V

拙抽血C0Simd曲面α（Grun．0SimnSen

融αC0S m　紬日出はh「．OSim【Sen

r．融c㎡0neisα用廊1ね　∝k

r／1Cα…eis毎α＝m Hustedt

ト81cd00eisl印r0SO融だ用∬附8Lan9e－Bert訳。t

cα…eis spp．

相川1cy面目血路蹄用（Eh「．OCleve

柑rg1C川ムe‖8膚…h Hilseex Rabh．

紳Cy鵬e柚sileshcq臥eisch

c川be‖d SPp－

的頼瑚南0面is曲lse）CLeve

机の0庸is spp．

如け0日α∬cUS帥renberg

餌”0柚仕rcUS Var．Hde乃S Grun。U

ト舶瓜曲豆h f山鳥はA・CLeve

rの脚0仕口瓶肌OSα（Breb．）K〕etZing

r01亡冊0摘出出血用．加納eズGregory

血00日α1冊αris（Ehr．）Grunow

紬融ねね仲南var．S血drCUdは（Naeg・）Grun。V

川北冊。lh静間06帥Var．レ0picd Hustedt

ru融ね振作0d0nVar．冊血加d CLeve

用1㈲0血pec柄色目S（Kuetz．ORabenh0「St

r01加0rねpe…6日sva「．訪ね0′（Kuetz．）Rabenh0rSt
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「1如0接＝湘即棚h Var．面融d Grun。U

r冊0fio spp．

川16O脚短冊関口抽ⅲ面相石川Eh「enberg
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Go即加間期1仙桝げEhrenberg
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組…油症α油か瑚摘出・Smith

紬酷血石出面0r Kuetzing
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凡例
H・R．：塩分濃度に対する適応性
Ogh－hil：貧塩好塩性種
0gh－ind：食塩不定性種
Oghーh0杭食塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧塩不明種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
a土bi：真アルカリ性種
a土il：好アル椚性種
ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種

ac－bi：真酸性種
unk：pH不明種

C．R…流水に対する適応性
土bi：其止水性種
土ph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水牲種
r－bi：其流水仕種
unk：流水不明種

環境指棲種群

【出中一下流性河川指標種群．【Ⅳ］湖沼沼沢湿地指棲種・【00：沼沢湿地付着生種（以上は、安藤，
1990による）．＃：好汚満性種．椚上好清水性種、く以上は、渡辺ほか，1986による）．日：陸生珪藻
（［．A］：A群・トB0：B群、伊藤．堀内．1991による）
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世 謬 首 肯 馨

世 事 鴬 当 埋 ＋ 世 事 素 月 叫

世 事 惧 K 貴 官

世 蟄 鴬 鴬 埋 ＋ 世 事 鴬 悪 咄

（ 華 望 讐 ご 芸 竃 豆 書 ）

世 謬 K H d

世 坦 コ 重 吉 へ 下 駄 ＋ 世 出 ； 二 で 干 ト 蝋

世 ぜ 捜 柊 H q

世 せ 患 汝 ＋ 世 事 溢 峨

（ 登 壇 増 岬 小 戻 り 叫 曝 畢 ヽ ☆ † 楳 貴 ）

世 謬 K － 畢 叫

世 世 事 竃 － 車 軸

世 事 由 迂 … ⊥ 増 価

世 世 事 埋 － 事 柄

（ 単 竪 琴 ㌣ ‡ 票 － 似 惑 票 や 聾 ）
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試料番号8で検出される淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、好アルカリ性種、

流水不定性種．好止水性種が優占あるいは多産する。本試料では、好止水性の血／0c05ir0

加／ic0、G0明娩0乃e椚00c〟椚玩胤細別、G．Gr0ciわ、流水不定性のCy椚あ6／／00岬er0、0．51／65i000

が多産することが特徴である。これらの種の中には、水深が浅く一面に水性植物が繁茂す

る沼沢やこれよりも水深の浅い湿地で優占する沼沢湿地付着生種群（安藤、1990）の主要

構成種とされるものが多い。

試料番号6では、流水不定性の血乃0比O pec比〝α／桓v0r．〟乃血血血が優占し、好止水性の

A〟／0c05ir0　如／fc0、水城にも上陸の好気的環境にも生育する陸生珪藻のB群（伊藤．堀内、

1991）の£〟乃0比0pecが用山b v0r・あiゐ朋が多産することが特徴である。これらの種群は、

A〟／0c03ir0如／ic0を除いて沼沢湿地付着生種群の主要構成種でもある。

試料番号2・1では、ともに水中に生育する水生珪藻が下位試料と比較して急減し、陸

生珪藻の中でも特に耐乾性の強いA群の肋乃柁5c最00∽錘0考5、八bvic〟0構面c0が優占し、

同じくA群の刃，c0腕肋、凡前払椚α小海聞、Pi乃乃〟10ri0わ0reα比5などを伴う。また、流水

不定性種としてP乃乃〟0r0呼野乃dic〟00が多産する。本種は、湿った岩の表面に生えたコ

ケやジャガイモ畑の土壌表面に生育する（Petersen，J・B．，1928）ことが報告されているこ

とから、乾いた環境にも耐性があると考えられる。

（2）土壌の理化学性

ここでは、腐植含量、NaOH抽出腐植の光学性、リン酸吸収係数の測定意義と今回の結

果について述べる。測定結果を表3に示す。

a．腐植含量

土壌中の腐植含量は、動植物遺体などに由来した有機物質と腐植の分解量に左右され、

土壌型によってほぼ決まる。通常は泥炭土で20％以上、黒泥土で10％以上、火山灰表土

で5～20％、無機質土壌で5％以下とされている。また、腐植は気温．地温や水分条件

によ．って集積のし易さが変動する。

今回の測定結果は、いずれも無機質土程度の含量であり、著しい腐植の集積には認め

られない。ただし、相対的に奈良～平安時代の埋積土あるいは古墳時代の埋積土でやや

高い傾向がみとめられる。

b．NaOH抽出腐植の光学性

同じ腐植含量でも腐植の生成過程が異なる場合には、腐植の光学性が異なる。今回は

その光学性の違いが表れるAIOgK、CD、K610／K600の値を測定した。AlOgKは、腐

植（特に腐植酸）の腐植化度をみるひとつの指標じあり、その値が高ければ腐植度は低

く、低ければ腐植化皮は高いとされている。例えば、腐植含量の高い土壌として前述3

種類の土壌があげられる。これら土壌の』lOgKは、火山灰表土（いわゆる火山性黒ボ
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ク土）が最も低く、ほとんどが0．650以下を示し、腐植化度が高いといわれている。CD

値は、腐植の黒味を数値であらわしたものであり、腐植の抽出割合の多い土壌ではこの

値が高く、埋没土などで相対的高い傾向が認められる。K610／K600は、腐植の型を判

定する目安である。

今回の結果では、いずれも腐植化度は比較的高い値を示し、特に試料番号6では

』10gKが黒ボク土の分類規準とされる0・650以下の値を示す。また、CD値についても

試料番号6では相対的に高い値を示す。したがって、奈良～平安時代の埋積土の上位層

（試料番号6）は他の層位よりも腐植化度が高く、腐植の抽出割合の高い土壌といえる

が、腐植含量やK610／K600が1を越えない点から、黒ボク土の再堆積した層位として

捉えることは判断できる。

C・リン酸吸収係数

土壌リン酸固定力の強さを表す係数であり、一般には2，000以上は火山灰土壌、1，500

～2，000は火山灰の影響の強い土壌といわれ、1，000以下の場合には非火山灰土壌とされ

ている。わが国では、火山灰土壌の分布が広く、この係数は土壌の分類において火山灰

土壌と非火山灰土壌を区別する有効な目安とされている。

今回の結果では、試料番号8まで2，000近い値を示し、埋積土が火山灰土壌といえる。

試料番号2～7では、火山灰土壌と非火山灰土壌の中間的値であり、両者の混合層のよ

うにみられる。試料番号1は、1，000を越えているが、土質などから非火山土壌とみら

れる。

表3　土壌理化学分析結果

NaOH抽出腐植の光学性
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l＊1：腐植，全炭素量×1．724で算出

＊2：A10gK＝logK400ーlogK600

＊3：抽出腐植原液の600nmの吸光度＝600nmの吸光度×希釈度。

＊4：600mmの吸光度に対する610nmの吸光度の比。
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表4　花粉分析結果
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（3）花粉化石の産状

結果は表4に示す。花粉化石は、6試料とも保存状態が悪く、外膜が溶けて薄くなって

いたり、壊れていたりする。また、検出固体数も全体的に少ない。ただし、8層で水性植

物のガマ属が多産する傾向がみとめられる。

（4）植物珪酸体の産状

計数結果および各地点の植物珪酸体組成の層組成の層位的変化を表4と図3に示す。イ

ネ葉部起源の植物珪酸体は各層試料で多く検出される。その保存状態は、短細胞珪酸体で

良好であるが、機動細胞珪酸体では不良であり、表面に多数の小孔（溶食痕）が生じてい
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表5　植物珪酸体分析結果
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図3　植物珪酸体組成の層位的変化

出現率は・イネ科郡短細胞珪酸体とイネ科葉身機動細胞珪酸体の総数をそれぞれ基数として百分率で算出し
た。なお・・○は1％末軋十はイネ科葉郡短細胞珪酸体の総数が200個未満・イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数
が100個未満の試料で出現した種類を示す。
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るものが認められる。

植物珪酸体組成は、下位から上位にかけてほぼ同様である。すなわち、古墳時代の埋積

土とされる試料番号8から近代の耕土とされる試料番号1にかけて、タケ亜科（ネサザ節

など）．イチゴツナギ亜科が優占し、キビ属．ヨシ属．ウシクサ族（コブナグサ属・スス

キ属など）が伴出する。また、栽培植物とされるイネ族イネ属（以下、イネ属とする）の

垣細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出される。特に、機動細胞珪酸体は20％以上の出現率

を見る。イネ属の短細胞珪酸体は、上位にかけて出現率が増加する傾向が認められる。な

お、試料番号1では稲籾に形成されるイネ属珪酸体も認められる。

植物珪酸体の他には、試料番号6．7・8で海綿骨針が認められる。この海綿骨針が、

海生種のものか淡水生種のものかの判断はつかない。

4・古墳築造時および以降の古墳について

（1）周濠内の堆積環境

周濠内の埋積土には、いずれも著しい腐植の集積は認められなかったが、腐植化度は比

較的高い値を示した。この点については、次の2つの解釈ができる。ひとつは、動植物遺
し

体などの有機物供給量が少ない状態で腐植化が進んだことである。もうひとつは、周濠外

から流入した腐植量が多く腐植化の進んだ土壌が周濠内に堆積したものの、腐植の分解が

進んだことである。ただし、今回は古墳時代以降の周辺の堆積土層との比較を行っていな

いので、この点を判別することは困難ある。なお、古墳時代の埋積土とそれ以後の埋積土

では、リン酸吸収係数に差が認められることから、土壌の母材の供給源が異なることが推

定される。

また、珪藻化石の産状から出現種の半分は現地性を示すものと考えられ、珪藻化石群集

は周濠が埋積した過程の堆積環境の変化を反映していると思われる。古墳時代の埋積土か

らは、沼沢湿地付着生群や好止水性種が多産した。これより、古墳時代の周濠内は水はけ

が悪く、水が滴っていたと推定される。また、奈良・平安時代の埋積土でも古墳時代のも

のと同じ水城環境を指標する種群が産出したことから、奈良．平安時代でも周濠内に水が

溜まっていたと考えられる。ところが、近世の客土や近代の耕作土からはこれらの水生珪

藻は急減し、乾いた環境を指標する陸生珪藻のA群が多産した。これは、近世の客土によ

り周濠が埋め立てられ、周濠であった場所が乾き、近代に耕作されていた際も乾いていた

ことを示唆する。

（2）古植生について

花粉化石は、全試料で保存状態が悪く、検出固体数も少なくなかった。そのため、古墳

時代以降の古植生を検討することは困難である。ただし、各試料でそれぞれ検出された種

類は周辺に生育していた可能性がある。なお、試料番号8において水生植物のガマ属の花
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粉化石が多産する傾向が認められた。これは、珪藻化石の産状から古墳時代の周濠内に水

が溜まっていたと推定される点と調和的である。

一方、植物珪酸体組成から周濠の周辺のイネ科植物相にはあまり変化がなかったと推定

される。すなわち、古墳時代に古墳および周濠が構築された後に周濠が埋積し始めた頃か

ら、近代に客土されて耕作に使われていた頃までタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴ

ツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと考えられる。なお、タケ亜科の植物珪酸体

は、他のイネ科植物と比較して風化に強く、また生産量が多い点がこれまでの研究から指

摘されている（近藤、1982：杉山、1986）。したがって、今回の植物珪酸体組成で優占して

いるタケ亜科は、過大に評価されている可能性がある。

ところで、周濠内からイネ属の菓部に形成される2形態の植物珪酸体が検出された。特

に、機動細胞珪酸体は20％以上の出現率を見た。現在の水田耕土におけるイネ属の出現率

としては、近藤（1988）の調査例があり、それによればイナワラ堆肥連用（8年間、500

鹿／／10a／年）の水田土壌表層ではイネ属機動細胞珪酸体の出現率は16％を示すとされて

いる。今回の分析で得られた出現率は現在の水田土壌表層における出現率と比較して高い。

これらのことから、古墳時代の頃から周辺地域では、古墳時代の頃から稲作が行われてい

たと推測される。周濠内のイネ属植物珪酸体は、周辺の稲作耕土が流入したことを反映す

るものであろう。また、試料番号1は近代の耕土とされるが、イネ属の葉部に形成される

植物珪酸体の他に稲籾に形成される珪酸体もみとめられた。これは、発掘時の所見を裏付

ける結果と言えよう。

5．成果と今後の課題

今回の自然化学分析調査で得られた結果を以下にまとめる。

周濠内の埋土では、腐植化度は比較的高い値を示したものの、著しい腐植の集積は認めら

れなかった。この点からは、腐植が集積しにくかったことや腐植が分解してしまったことが

考えられたが、古墳時代以降の周辺の堆積土層との比較を行っていないので、判別は困難で

あった。また、古墳時代の埋積土とそれ以降の埋積土では、土壌の母材の供給源が異なる・こ

とが予想された。

珪藻化石の産状からは、古墳時代や奈良．平安時代の周濠内に水が溜まっていたと推定さ

れた。その後、近世に周濠が埋め立てられると周濠であった場所が乾き、近代に耕作されて

いた歳も乾いていたと考えられる。その間の植生に関しては、十分な情報は得られなかった

が、少なくともイネ科植物相には大きな変化は認められなかった。

なお、周濠内からはイネ属の葉部に形成される2形態の植物珪酸体が検出され、古墳時代

以降周辺地域で稲作の存在が推測された。近代の耕土からもイネ属の植物珪酸体が検出され、

発掘調査・時の所見を裏付けられた。
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今回の調査では・花粉化石などの微化石の保存状態が良好であることが予想さ咋た周濠内

の埋土が分析試料として使用された。ただし、今回は花粉化石の産状は悪く、古植生に関す

る情報が十分に得られなかった。今後、古墳時代以降の那珂八幡古墳周辺の古植生について

検討するためには、同時期の低地部の発掘調査や古墳の周濠でも嫌気的環境下で堆積した堆

積物を対象として花粉分析を実施する必要があろう。また、今回は埋土の堆積過程を考える

上で、土壌理化学的な情報の収集も試みた。ただし、堆積過程を推定するためには周辺の埋

積土層との比較が重要であろう。
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第6章　第35次調査の記録

1・調査にいたる経過

平成3年11月25日、那珂2丁目213－1地内において、地権者である高木章氏、高木久子氏

から、専用住宅建設に伴って、埋蔵文化財の有無について事前審査願が提出された。これを受

けて埋蔵文化財課では当該地が那珂遺跡群内に位置していることから試掘調査が必要と判断し、

12月11日に試掘調査を行った。その結果申請地には、遺溝、遺物が豊富に遺存していることが

判明した。この試掘結果を受けて埋蔵文化財課と高木氏とのあいだで保存についての協議会に

入る事になった。協議の結果建築される住宅は掘削が遺溝面まで及ばないように設計すること

で合意を見た。ただ、道路に画した部分の一部については、車庫建設の為道路高まで削平する

とのことであり、この部分については発掘調査を行うことになった。発掘調査は小面積でもあ

り、当時事前審査を担当していた宮井が、本来の業務と兼務で行うこととした。

調査委託：高木　章、高木久子

調査主体：福岡市教育委員会

調査総括：埋蔵文化課課長　折尾　学、埋蔵文化財第2係長　塩屋勝利

調査担当：宮井善朗

整理補助：是田　敦

第35次調査地点位置図（1／2500）
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調査区全体図

なお、発掘作業は当時那珂34次調査を行っていた菅波正人氏（埋蔵文化財課）の好意により、

34次調査に参加していた作業員諸氏の協力を得た。

遺跡調査番号 9 1．4 5 遺 ．跡　 略 号 N A K －35

調 査 地 地 番 福 岡市博多区那珂 2 丁目2 13－ 1

調 査 面．積 5 7 ㎡ 分布地図番号 38－A － 3

調　 査 期　 間 6 2．0 2 0 3　 ～　 9 2 ．0 2 0 7

2．検出遺構

調査区は、位置的には那珂八幡古墳の南側50mほどにあたる。面積が狭い上、道路側を大

きく削平されていた。また北東隅と、南東隅には戦時中に防空壕が掘削され、これによっても

大きく破壊されていた。したがって、試掘時に考えていた程には遺構の密度は濃いとはいえな
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かった。

検出した遺溝は、土壙2基とピットである。主な遺溝について報告する。

土壙17は南東隅で検出された。ほぼ円形に復元できる土壙である。鹿部に向かってすり鉢状

に狭くなる。径3．5mほどであろうか。床面は段をなし、平坦とは言い難い。後述するように

初期瓦を初め遺物は比較的多く、本調査区出．土の図化の可能な遺物はことごとく土壙17出土と

してもよいほどである。しかし出土状況は一定の箇所に集中するとか、出土レベルがそろうか

という特徴を見す出ことはできなかった。つまり、覆土全土から散漫に出土するような状況で

あった。この遺溝と比較しうる遺溝が那珂遺跡群第22次調査で検出されている。SX－4とさ

れた遺溝は、長径6・6m、短径5．15mの楕円形プランで、床に段を持つ。遺物が多く出土し、

初期瓦を出土するところもよく似ている。ただこの遺溝では遺物はほぼ出土レベルがそろって

おり、短期間の廃棄と考えられる点が、若干異なっている。

土壙16は南西隅で検出きた。ほぼ方形もしくは長方形に復元されよう。その形態から住居跡

の可能性が高いと考えられる。弥生土器と思われる破片が少量出土している。

ピット9は調査区ほぼ中央で検出した。出土遺物等は無く時期は不明であるが、根締めと思

われる小石を多量に持っていることが特徴的である。調査面積が狭く、どのような建物になる

かは不明だが、堀立柱建物の柱穴には間違い無いであろう。

3・出土遺物

図示した遺物はすべて土壌17出土の物である。

1は、口径から見て有蓋高杯の蓋であろう。天井部には内外とも不定方向のナデを施す。ロ

縁端部は丸くおさめる。2は杯蓋である。端部はわずかに外反する。天井部はヘラきりの後雑

になでるのみである。復元口径12cmを測る。3はかえりを持つ杯蓋である。かえり端部は口

縁より上位にある。天井部に剥離痕があり、つまみが本来ついていたものである。復元口径10

cmを測る。4は杯蓋である。端部はわずかに内湾する。天井部はヘラきりの後雑になでるの

みである。天井部にヘラ記号を持つ。復元口径10．8cmを測る。5は杯蓋である。端部はわず

かに外反する。天井部1／3程に回転ヘラケズリを施す。天井部にヘラ記号を持つ。復元口径

12cmを測る。6は杯蓋である。端部は短く屈曲する。天井部はヘラきりの後雑になでるのみ

である。復元口径は12cmを測る。天井部はヘラ記号を持つ。天井部内面には不定方向のナデ

を施す。

7は杯身である。かえりは短く直立する。体部は段状の凹凸が著しい。外鹿部にヘラ記号を

持つ。復元口径10・6cmを測る。8は杯身である。かえりは内傾する。内鹿部は不定方向のナ

デを施す。復元口径10cmを測る。外鹿部にヘラ記号を持つ。9は杯身である。かえりは内傾
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する。体部は丸みを帯びる。外鹿部1／3ほどに回転ヘラケズリを施す。内鹿部は不定方向の

ナデを施す。外鹿部にヘラ記号を持つ。復元口径10cmを測る。10は杯身である。かえりは短

く内傾する。内鹿部は不定方向のナデを施す。外鹿部はヘラきりの後雑になでたと思われる。

復元口径11・2cmを測る。11は杯身である。かえりは短く直立する。体部が比較的厚く、1／2

程まで回転ヘラ削りを施す。復元口径10．4cmを測る。12は杯身である。かえりは短く外反し

ながら内傾する。鹿部は平たく、器高が低い。復元口径10cmを測る。13は高杯脚部である。

端部は内湾しつつ広がる。中位に沈線を2条巡らす。14は小型の壷であろう。直立する口縁を

持ち、突線状の段を持つ。

15は土師器高杯の脚部である。ヘラ状工具による面取りを施す。16も小型の高杯脚部である。

裾部で屈曲して広がる。脚柱部はヘラ状工具で面取りする。

17、18は土師器把手である。17は中央に溝状の穿孔があり、把手の下まで貫通している。

18には穿孔は見られない。

19は平瓦である。凹面は縦方向のナデを施し、凸面は縦方向の平行たたきを施した後、更に

斜め方向の叩きを重ねている。色は灰色を呈し、軟質である。この特徴を持つ瓦は、神の前窯

と共通し、前述した那珂22次調査SXー4を初め、近年那珂遺跡群で出土例が増えているもの

である。また時期的にも出土須恵器から見て、那珂22次調査SX－4とほほ同時期といえよう。

また本編の那珂32、34次調査でも類例が増加しており、その意義付けについては本編でも述べ

られていることと思うので、ここでは措くこととする。
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第7章　ま　と　め

今回の調査では弥生時代中期から中酎こわたる遺構、遺物を検出した。ここでは第32次、34

次調査地点で得た成果と問題点について記述していく。

1・遺構の時期的変遷

今回の調査で検出した遺構は弥生時代中期から中酎こわたるが、大きく6時期に分けられる。

1期は弥生時代中期後半、Ⅰ期は弥生時代後期、Ⅱ期は古墳時代初頭、Ⅳ期は古墳時代後期か

ら奈良時代、Ⅴ期は中世前期、Ⅵ期は中世末である。以下、時期毎の変遷をみていく。

1期

この時期の遺構には、SKl2003やSD－2005、3004、1009がある。後世の撹乱のため、竪穴住

居跡などは削平されたと考えられる。しかし、古墳の周濠などからこの時期の遺物は多く出土

している。東側の第13次調査地点では竪穴住居跡、掘立柱建物跡が検出されている。これ以前

の遺構、遺物はほとんどみられず、集落の開始はこの時期と考えられる。

Ⅱ期

この時期の遺構は後期前半から終末までのものが見られる。SC－1013やSK－1018等がある。

今回検出した弥生時代の井戸はすべてこの時期に位置づけられる。井戸は14基検出した。いず

れも素掘りである。底面は八女粘土まで掘り下げたものや更に下層の硬砂層まで掘り下げたも

のがある。調査地点内の分布を見ると、第32次調査地点のⅠ区と第34次調査地点に集中する。

井戸は4～5基単位のまとまりが見られ、それらが時期毎に変遷しており、井戸が掘られる位

置が継続されていることが分かる。井戸の出土土器は住居跡等から出土するものと、形態的に

異なるものが多い。井戸の土器については改めて検討していきたい。

Ⅱ期

この時期は那珂八幡古墳が造営された時期である。今回の調査では古墳の周濠の規模、形態

を確認することができた。周濠の規模は幅12m～15m、深さ約120cmを計る。形態はくびれ部

付近で墳丘側に曲がっていくことから、鍵形の平面形を呈するものと考えられる。第32次調査

では前方部側の周濠は検出できなかったことから、前方部側面の周濠は幅の狭いものと考えら

れる。周濠の底では弥生時代の井戸を検出した。周濠の底で検出した井戸の最も新しく位置づ

けられるものはSE－0003である。出土土器は在地土器だけで構成されるが、時期的には庄内式

に併行すると考えられる。周波の最下層からは古式土師器が少量出土した。最下層から出土し

た二重口縁壷は布留式の古段階に位置づけられる。古墳の造営の時期に近い資料と考えられる。

墳丘の下にも遺構を検出しており、直前まで集落があった所に古墳を造営したことが分かる。
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Ⅳ期

この時期の遺構は主に7世紀前半から8世紀前半のものが見られる。今回の調査ではⅡ期以

後、5世紀、6世紀前半の遺構、遺物はほとんど見られない。那珂遺跡群全体をみて、5世紀

～6世紀の集落の衰退が窺える。7世紀前半の遺構としてはS0－3014がある。ここからは7世

紀前半の須恵器、土師器とともに、軒丸瓦、丸瓦が出土した。軒丸瓦は単弁7弁で、この時期

の百済系の軒丸瓦の類似点が窺える。丸瓦は竹状模骨を用いたものである。周辺の遺構からも

同様の丸瓦が多く出土しており、屋根の一部に茸かれていた可能性が考えられる。遺構の性格

として今後の検討課題である。SD－2001は磁北方向の南北溝で、幅1．5～2．5m、深さ70～130cm

を計る。出土遺物から7世紀後半から8世紀前半に位置づけられる。ここから300m北側にあ

る第8次調査地点では同時期の溝があり、規模、方向とも一致しており、関連が注目される。

Ⅴ期

この時期の遺構には主に12世紀から13世紀のものが見られる。この時期の遺構にはSE－0004、

0013、0015、SD－2002、3002等がある。SE一0004、0013、0015は古墳の周濠内で検出した井戸

で、この時期、周濠はかなり埋没していたことが分かる。Ⅰ、Ⅱ区のSD－2002、3002は平行

して東西に延びる溝で、道路の側溝の可能性がある。

Ⅵ期

この時期の遺構は主に16世紀後半のものが見られる。SD－1001、1010はこの時期の溝で、屋

敷等の区画と考えられる。また、古墳の周濠に沿って掘られた溝もこの時期に位置づけられる。

2・那珂遺跡群出土の古瓦について

今回の調査では第32次調査地点Ⅲ区のS0－3014、SD－2001、那珂八幡古墳周濠から7世紀前

半から8世紀前半に位置づけられる瓦、鵡尾等が出土した。那珂遺跡群ではこれまでの調査で

神ノ前窯系の軒丸瓦や月ノ浦窯系の軒丸瓦等が出土しており、7世紀代の古瓦の供給先として

官衛的施設等の存在が指摘されている。ここではこれまでの出土例を簡単に見ていく。

第8次調査地点

那珂遺跡群の北側に位置する。ここではSDOlから丸瓦、平瓦が出土した。SDOlは幅約2．3

mの磁北方向の南北溝である。出土した丸瓦は凹面に布目、模骨痕が残る。平瓦は凹面には

布目、模骨痕が残る。凸面は平行叩き、格子目叩きが残る。7世紀後半を中心とする須恵器、

土師器が共伴している。

第13次調査地点

那珂遺跡群の中央に位置し、那珂八幡古墳の東側にあたる。ここでは竪穴住居215と井戸53

から軒丸瓦、丸瓦が出土した。
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竪穴住居215出土の軒丸瓦は沈線によって花弁と中房が表現されている。1／3が欠損している

が、単弁4弁で、花弁の中央の沈線は鏑の表現と考えられる。間弁は先端が三叉状を呈する。

天台寺跡や椿市廃寺出土の高句麗系軒丸瓦に類似点が見られる。丸瓦は凹面に竹状模骨と布目

が残る。凸面は格子目叩きの後、ナデを施す。7世紀前半の須恵器、土師器が共伴している。

時期的には第32次調査地点SC－3014と同時期と考えられる。同時期の竪穴住居跡からの出土例

には春日市惣利西遺跡4号住居跡がある。

井戸53からは百済系単弁軒丸瓦が3点出土した。瓦当文様は単弁8弁で、外縁には圏線が巡

る。中房には土6の蓮子を配する。焼成は土師質、須恵質のものがある。このほか、凹面に竹

状模骨と布目が残る丸瓦が出土している。7世紀後半から8世紀前半の須恵器、土師器が出土

している。

那珂遺跡群古瓦出土地点（1／8．000）
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第21次調査　第61号井土出土遺物実測図（1／12）

第19次調査地点

那珂遺跡群の中央西側に位置し、第32次調査地点の西側に隣接する。ここでは溝4から軒丸

瓦、丸瓦、平瓦が出土した。溝4は幅2．7mの南北溝である。出土した軒丸瓦は瓦当は欠損し

ている。丸瓦部は凹面に竹状模骨と布目が残る。丸瓦は凸面は平行叩きの後、ナデを施す。凹

面は布目と模骨痕が残る。竹状模骨のものもある。平瓦は凸面は格子目叩き、平行叩きの後、

ナデを施す。凹面は布目と模骨痕が残る。7世紀後半以降の須恵器、土師器の他、輸入陶磁器、

瓦器等が共伴している。

第21次調査地点
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那珂遺跡群の北側に位置する。ここでは第61号井戸から丸瓦、平瓦が出土した。丸瓦は凹面

は布目と竹状模骨痕が残る。凸面は平行叩きの後、ナデを施す。平瓦は凹面は布目と模骨痕が

残る。凸面は平行叩きの後、ナデを施す。7世紀後半から8世紀前半の須恵器、土師器と共伴

している。また、この遺構からは獣脚円面硯も出土している。

第22次調査地点

那珂遺跡群の南端に位置する。ここではSX02から軒丸瓦、丸瓦、平瓦が出土した。SX02は

須恵器、土師器、瓦等を多量に廃棄した土坑である。出土した軒丸瓦は神ノ前2号窯出土の軒

丸瓦と同様・のものである。瓦当は無文で、丸瓦部は玉縁式である。粘土紐巻き上げによる成形

で、凸面は叩きの後、ナデやカキメを施す。凹面はナデを施す。瓦当に近い部分に釘穴が見ら

れる。丸瓦は凹面には布目、模骨痕は見られず、粘土紐巻き上げによる成形である。凹面はナ

デ、凸面は叩きの後、ナデやカキメを施す。平瓦も丸瓦同様、布目、模骨痕は見られない。凹

面にはナデを施す。凸面は叩きの後、縦方向の強いナデを施す。端面を丸く仕上げる特徴があ
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る。軒丸瓦同様、丸瓦、平瓦とも神ノ前2号窯出土瓦に類似する。6世紀末から7世紀初頭の

須恵器、土師器と共伴している。

第23次調査地点

那珂遺跡群の南西に位置する。ここではSD89から軒丸瓦、丸瓦、平瓦が出土した。SD89は
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第23次調査　SD89出土遺物実測図（1／12）
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幅約2．1mの磁北方向の南北溝である。軒丸瓦は神ノ前窯系の軒丸瓦がある。丸瓦は竹状模骨

を用いたもので、凹面は布目と竹状模骨痕が残る。凸面は平行叩きの後、ナデを施す。平瓦は

凹面に布目、模骨痕が残る。凸面は平行叩きの後、ナデを施す。端面に沈線を施した平瓦もあ

る。7世紀前半から末の須恵器、土師器と共伴している。瓦は上層と下層に分けられるが、下

層の神ノ前窯系の軒丸瓦、平瓦は7世紀前半代に、上層の布目の丸瓦、平瓦は7世紀後半から

末に位置づけられている。これ以外に包含層から月ノ浦1号窯出土の軒丸瓦と同様のものが出

土している。瓦当は単弁8弁で、花弁は菱形の窪みで表現する。中房も円形の窪みで表現する。

時期的には7世紀前半に位置づけられている。

以上、7世紀代のこれまでの出土例を簡単に見てきた。これら以外にも未報告のものも幾つ

かあるが、6世紀末の神ノ前窯系の瓦に始まり、7世紀後半から8世紀前半の百済系軒丸瓦ま

で7世紀代には多様な瓦が供給されているのが分かる。出土例は那珂八幡古墳の周辺、第23次

調査地点で多く見られるが、これまでの調査で瓦が葺かれていた考えられる建物跡は確認され

ていない。時期毎の瓦の様相を見ていくと、大きく3時期に分けられる。1期は6世紀末から

7世紀初頭の時期で、神ノ前窯系の軒丸瓦、平瓦等に代表される。この時期は那珂遺跡群が集

落として再び拡大する時期で、竪穴住居跡等が増加しはじめる。2期は7世紀前半から中葉の

時期で、月ノ浦窯系の軒丸瓦、第32次調査SC－3014出土瓦等に代表される。軒丸瓦の瓦当に文

様を施したものが見られるようになる。また、竹状模骨を使用した丸瓦も見られるようになる。

この時期は集落としても継続されていくが、それ以外に第18次調査地点や第23次調査地点で検

出された大型の倉庫群が出現する。3期は7世紀後半から8世紀前半の時期で、百済系軒丸瓦

に代表される。第34次調査で出土した鵡尾もこの時期と考えられる。この時期は瓦の出土量も

増えるが、遺構としては東西、南北方向の大溝が見られるようになる。これらの溝はそれまで

集落が存在していた所に造られる。台地上に溝に区画された施設が出現したと考えられる。瓦

はそれらの施設に葺かれたものと考えられる。

おわりに

7世紀代の那珂遺跡群は一般の集落とは異なり、官衛的様相を持っている。6世紀後半に北

側に位置する比恵遺跡で「那津宮家」に関連すると考えられる大型建物の出現以後、那珂遺跡

群では集落の再開発とともに、官衛的施設の設置が行われている。今回、古瓦について概観し

たが、これらが使用された建物については今後の検討課題としたい。なお、今回掲載した瓦の

実測図は各報告書から転載した。詳細は報告書を参照されたい。

最後に、今回の調査、整理にあたって多くの方々に御教示いただいた。特に瓦に関しては栗

原和彦氏、瀧本正志氏には多くの御教示いただいた。記して感謝の意を表したい。
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1．那珂八幡古墳全景（南から） 2・第34次調査全景（南から）
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1．那珂八幡古墳周濠完掘（西から） 2．1区周濠土層（東から）
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111区周濠土層（東から） 2．1区周濠土層（東から）
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32次調査出土遺物（1）
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32次調査出土遺物（2）
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32次調査出土遺物（3）
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34次調査出土遺物（1）
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34次調査出土遺物（2）
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34次調査出土遺物（3）
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34次調査出土遺物（4）
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34次調査出土遺物（5）
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34次調査出土遺物（6）
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34次調査出土遺物（7）
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L AuIacosiraitalica（Ehr．）Simonsen（試料番号6）

2．AuIacosil7iitalica（Ehr．）Simonsen（試料番号6）

3．Cymbe〟aaspera（Ehr．）Cleve（試料番号8）

4．EunotiapectihaliBvarlundulate（Ralfs）Rabenhorst（試料番号6）

5．EunotiapectinaIiivallunduIate（Ralfs）Rabenhorst（試料番号6）

6・Eu00ぬp帽enUpfaVarb／denSGn〟＝〝（試料番号6）

7・Eu00拍m0／10d00泥状Um血／aねC／eVe（試料番号6）

8・Eun0ぬp帽empfavaL血侮佃Gm00〝（試料番号6）

9・Gomphonemagrac〟eEhrenberg（試料番号8）

10．Hantzchiaamphioxys（Ehr・）Grunow（試料番号3）

ll・Hant2Thiaamphibxys（Ehr．）Grunow（試料番号1）

12．NaviculaplausibiIisHustedt（試料番号2）

13・NaviculamuticaKuetzing（試料番号l）

14．Pinnu由IhborealisEhrenberg（試料番号3）

15．Pinnu／a〟aappendiculata（Ag．）C一eve（試料番号1）

16．FThopal0diagibberula（Ehr．）0・MuHew（試料番号3）

分析

図版1珪藻化石
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1・状況写真（試料番号1）

3／状況写真（試料番号5）

5．状況写真（試料番号7）

分析
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2．状況写真（試料番号2）

4．状況写真（試料番号6）

6．状況写真（試料番号8）
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盟邦n

図版3　植物珪酸体

1．イネ属：機動細胞珪酸体由来（試料番号1）

3．キビ族：機動細胞珪酸体由来（試料番号8）

5．イネ属：短細胞珪酸体列由来（試料番号2）

7．ウシクサ族：短細胞珪酸体列由来（試料番号1）

9．タケ亜科：短細胞珪酸体由来（試料番号1）

11．イチゴツナギ亜科：短細胞珪酸体由来（試料番号7）

2・イネ属：機動細胞珪酸体由来（試料番号8）

4．イネ属：短細胞珪酸体由来（試料番号7）

6．タケ亜科：機動細胞珪酸体由来（試科番号1）

8・シバ属：機動細胞珪酸体由来（試料番号5）

10．ススキ属：短細胞珪酸体由来（試料番号1）

分析
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1．35次調査地点全景（西から） 2．土壌11完掘（南から）
2
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